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今月の主な内容 Contents

第31回 市民大学

中心市街地商店街 空き店舗ゼロへ

本市への移住を応援します

災害時協力井戸を募集

家具等転倒防止対策事業

平成23年度 決算概要

しまんと市民祭
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四万十川花絵巻 「紫陽花の宴」
　四季を通じて様々な花が咲き誇る四万十市。そ
の花々が見頃を迎える頃、“花の宴”を開催してい
ます。菜の花、桜、藤、花菖蒲…
　6月2日（土）、安並水車の里公園で「紫陽花の
宴」が開催されました。
　水路沿いに連なる色とりどりの紫陽花とゆっ
くりとまわる13基の水車がかもし出す、のどか
で懐かしい田園風景の中、野点や特産品販売のほ
か、安並水車管理組合による水車の手作り実演も
行われました。
　７月21日（土）には「睡蓮の宴」（トンボ自然公
園）、９月22日（土）、23日（日）には「曼珠沙華の
宴」（入田ヤナギ林）を開催する予定です。

7
2012（平成24年）

No.87

清流に歴史と文化を映すまち



■会場
　・第1講座：西土佐ふれあいホール
　・第2～6講座、特別講座：市立中央公民館 2階大ホール

■開場：18時30分　　■講演：19時～20時30分

■受講券
　・連続(回数)受講券（6日間）…1500円　　
　・60歳以上、高校生、障害者手帳をお持ちの人…1000円
　・１日受講券…500円　・特別講座…500円

■託児サービス：3歳児～小学3年生まで
　送迎バス：西土佐⇔中村間
※1週間までに事前予約必要

■手話または要約筆記：回により異なります

■受講券販売所
　市立中央公民館、（本庁）市民課、（総合支所）市民課分室
　（市）教育委員会 西土佐事務所

「新しい発想で生きる」
　人間は①幸せになりたい、②お金持ちになりたい、③健康で長生きがしたい、④望み
を叶えたいという、おおよそ４つの願望を持って生きています。
　それらはあなた任せで手に入るものではなく、それ相応の努力が必要です。「新しい
発想で生きる」とは・・・。
1944年愛媛県伊予市双海町生まれ。双海町役場在職中、夕日をテーマにユニークな町おこしを成功させる。
2003年～2005年双海町教育長。夕日のミュージアム名誉館長。観光カリスマ百選認定（国土交通省）。

「中村が輝いた日 ～私の野球人生～」
　中村の名を全国的に知らしめた、第49回選抜高等学校野球大会での中村高校の準優
勝。当時の様子や苦労の数々を、仲間とともに語ります。
　その後のプロ野球でのことや、現在の状況なども語り合いながら、今の若い世代に
エールを送ることができればと思います。
1959年大方町（現黒潮町）生まれ。中村高校野球部エースとして選抜高校野球大会で準優勝後、専修大学へ
進学。1981年阪急ブレーブスへドラフト1位入団。引退後も野球解説者として活躍。

「小京都とは何か ～歴史的意義と背景～」
　「日本再発見（ディスカバー・ジャパン）」のキャッチフレーズの下、「小京都」を訪れ
る旅のブームが起こったのは昭和30～40年代、わが国の高度成長期のことでした。
　かつての小京都ブームは去りましたが、その後の日本社会の変動のなかで、もう一
度、小京都とは何であったのか、問い直してみたいと思います。
1930年山口県生まれ。京都大学文学部史学科卒業。その後、京都女子大学教授、国際日本文化研究センター
名誉教授、滋賀県立大学名誉教授、京都造形芸術大学大学院長を歴任。元京都市美術館館長。

「東日本大震災と産業復興」
　東日本大震災により、東日本の太平洋岸は甚大な被害をこうむった。それから約1年
半、各地は必死の復興に向かっている。私は、岩手県釜石市で被災し、以来、各地の復興
支援に携わっている。地域の産業の復興の状況と、その後の復興の取り組みから地域
の防災のあり方が浮き彫りにされる。
1943年富山県小矢部市生まれ。成城大学経済学部卒業。平成23年度「こうち地域産業振興人材育成塾」塾
頭。第34回エコノミスト賞、第19回サントリー学芸賞等、受賞歴多数。

「美しく老い、美しく死ぬ ～保健・医療・福祉のあり方～」
　“いのち”“くらし”“こころ”の支えがしっかりできることが、老いにとっては欠かせ
ません。まず、安心できる医療が身近にあることが大切です。
　小都市の公的病院の在り方、旧西土佐村での実践を踏まえて健康づくりの進め方の
話をし、保健・医療・福祉の整合についてもICFの理念を踏まえながら述べます。
1942年東京生まれ。東北大学医学部卒業。1984～1995年、西土佐大宮診療所長、江川崎診療所長、保健セン
ター所長。川崎医療福祉大学教授などを歴任後、2001年NPO法人総合ケアシ―ザル（岡山市）を設立。

「いま、大切に思うこと」
　これまで思いもよらなかったことがいろいろと起きています。
　私たちが原点に戻らねば、と口にしたり、耳にしたりしてはいますが、果たしてどれ
だけの人が真摯に考え、実行しているでしょうか？（自分も含め）足し算は上手でも、
どうも引き算が不得手の人が多いようです。（ピアノ演奏とお話）
愛知県名古屋市生まれ。東京藝術大学音楽学部作曲科卒業。同大学院作曲科修士課程終了。NHK「N響ア
ワー」や、「趣味の園芸」をはじめ、テレビ、ラジオなどで作曲・演奏・司会と幅広く活動。

8/9
（木）

人間牧場主・年輪塾塾長

若松　進一

第１講座

8/16
（木）

元プロ野球選手

山沖之彦と仲間達

第２講座

8/23
（木）
京都市芸術文化協会理事長・

国際日本文化研究センター名誉教授

村井　康彦

第３講座

8/29
（水）

明星大学教授・一橋大学名誉教授

関　満博

第４講座

9/4
（火）

総合ケアシ―ザル理事長
元西土佐江川崎診療所長

宮原　伸二

第５講座

9/14
（金）

作曲家・エッセイスト

森　ミドリ

第6講座

【問い合わせ・申し込み先】（市）教育委員会 生涯学習課　☎（34）7311

わかまつ しんいち

やまおきゆきひこ

むらい やすひこ

せき みつひろ

みやはら しんじ

もり

こだま8/25（土）特別講座（全国初上映会）①10時～　②14時～

新作ドキュメンタリー映画

「１００年の谺―大逆事件は生きている」

第31回 四万十市 ～ふるさとに学ぶ～

【お知らせ】今秋、「映像の幡多」と題して、幡多をロケ地にした懐かしい映画を上映します。
　　　　　「祭りの準備」 「足摺岬」 「孤島の太陽」 「四万十川」 ９～12月各１本
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5
月
16
日
〜
6
月
15
日

５
月
16
日
　

横
瀬
川
ダ
ム
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

　
　

17
日
　

母
子
疎
開
者
と
の
懇
談
会

　
　
　
　
　

県
議
会
企
画
建
設
委
員
会
要
望

　
　

18
日
　

四
国
市
長
会
議（
西
予
市
）

　
　
　
　
　

市
立
八
幡
浜
総
合
病
院
訪
問（
八
幡
浜
市
）

　
　

19
日
　

フ
リ
ス
ビ
ー
ド
ッ
グ
四
万
十
大
会

　
　

21
日
　

四
国
西
南
サ
ミ
ッ
ト（
八
幡
浜
市
）

　
　

22
日
　

国
道
4
3
9
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
（
高

　
　
　
　
　

 

知
市
）

　
　

23
日
　

四
万
十
川
総
合
保
全
機
構
総
会（
四
万
十
町
）

　
　
　
　
　

中
村
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
総
会

　
　
　
　
　

衛
生
セ
ン
タ
ー
中
村
環
境
保
全
委
員
会

　
　

25
日
　

四
国
西
南
道
路
整
備
促
進
協
議
会（
愛
南
町
）

　
　
　
　
　

県
立
南
宇
和
病
院
訪
問（
同
）

　
　

27
日
　

敷
地
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
行
事

　
　

28
日
　

県
危
機
管
理
部
長
と
の
意
見
交
換

　
　
　
　
　

幡
多
広
域
南
海
地
震
対
策
協
議
会
設
立
総
会

　
　

29
日
　

地
域
づ
く
り
支
援
本
部
会
議

　
　
　
　
　

中
村
小
学
校
２
年
生
と
の
懇
談

　
　

30
日
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
総
会

　
　
　
　
　

は
り
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
と
の
懇
談
会

　
　

31
日
　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
委
嘱
式

　
　
　
　
　

渡
川
水
防
連
絡
会

　
　
　
　
　

地
域
安
全
協
会
総
会

６
月
１
日
　

県
地
域
福
祉
部
長
と
の
意
見
交
換

　
　
　
　
　

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
総
会

　
　

３
日
　

大
宮
産
業
祝
賀
行
事

　
　

４
日
　

く
ろ
し
お
鉄
道
株
主
総
会（
高
知
市
）

　
　

５
日
　

Ｊ
Ｒ
四
国
社
長
と
の
意
見
交
換

　
　
　
　
　

西
土
佐
松
野
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

　
　

６
日
　

国
道
4
4
1
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

　
　

７
日
　

八
束
地
区
区
長
会
要
望
受

　
　
　
　
　

し
ま
ん
と
流
域
道
路
整
備
促
進
協
議
会

　
　

８
日
　

く
ろ
し
お
鉄
道
運
営
協
議
会
総
会

　
　

９
日
　

県
産
業
振
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
　

県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
総
会

　
　

10
日
　

か
わ
せ
み
開
所
20
周
年
記
念
式
典

　
　

11
日
　

６
月
市
議
会
定
例
会
開
会（
〜
27
日
）

　
　

12
日
　

津
波
地
震
対
策
職
員
学
習
会

　
　

14
日
　

雇
用
創
造
促
進
協
議
会
総
会

日
　
　

誌

　

川
は
津
波
を
増
幅
し
て
呼
び
込
み
ま
す
。

　

高
知
県
が
発
表
し
た
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
に
よ
る
津
波
浸
水
予
想
図
（
６
月
号
掲
載
、

本
市
最
大
震
度
７
、津
波
高
26
・
７
ｍ
）に
よ
る

と
、
津
波
は
四
万
十
川
を
遡
上
し
、
本
流
は
具

同
、入
田
、後
川
は
安
並
、岩
田
あ
た
り
ま
で
浸

水
し
ま
す
。

　

に
わ
か
に
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。こ
の
予
想

図
は
、「
次
に
起
こ
る
地
震
津
波
を
想
定
」し
た

も
の
で
も
な
く
、「
何
年
に
何
％
と
い
う
発
生

確
率
を
念
頭
」に
お
い
た
も
の
で
も
な
く
、「
発

生
頻
度
は
極
め
て
低
い
」
も
の
の
、
最
新
の
研

究
な
ど
の
知
見
に
基
づ
き
最
悪
ケ
ー
ス
を
想

定
し
た
も
の
、と
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　

で
は
、そ
の
可
能
性
は
な
い
の
か
？
と
い
う

と
、
あ
る
の
で
す
。「
千
年
に
一
度
」
の
地
震
が

そ
れ
で
す
。

　

約
百
年
ご
と
に
繰
り
返
さ
れ
る
南
海
地
震

の
歴
史
で
は
、何
回
か
に
一
度「
ど
で
か
い
」の

が
あ
り
ま
す
。
都
司
嘉
宣
先
生
に
よ
る
と
、
昭

和
地
震（
１
９
４
６
年
）は「
小
粒
」、安
政
地
震

（
１
８
５
４
年
）
は
「
標
準
」
、
宝
永
地
震
（
１
７

０
７
年
）は「
特
大
」で
し
た
。

　

宝
永
が
そ
の「
ど
で
か
い
」ヤ
ツ
で
し
た
。宝

永
地
震
直
後
、土
佐
藩
士
奥
宮
正
明
が
被
害
を

記
録
し
た「
谷
陵
記
」に
は
、い
ま
の
市
内
の
状

況
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

　

下
田
、亡
所
、潮
は
山
迄
、山
際
に
家
具
ば
か

り
残
る
。

　

鍋
島
、竹
島
、井
沢
、小
津
賀
、潮
は
田
丁
、窪

田
は
海
と
な
る
。

　

中
村
、
地
震
に
三
分
の
二
家
倒
る
。
潮
は
田

丁
、窪
田
迄
。

　

佐
岡
、潮
は
田
丁
迄
。

　

右
山
、潮
は
田
丁
残
な
し
。

　

坂
本
、潮
は
香
山
寺
麓
迄
。

　

山
路
、
潮
は
田
丁
迄
、
木
戸
は
家
尽
く
流
れ
、

窪
田
は
海
に
な
る
。

　

真
崎
、潮
は
山
迄
、田
丁
不
残
海
に
な
る
。

　

深
木
、
間
崎
、
津
蔵
渕
、
潮
は
山
迄
、
田
地
半

海
に
な
る
。

　

初
崎
、亡
所
、潮
は
山
迄
、一
木
一
草
残
り
な

し
。

　

「
亡
所
」
と
は
集
落
が
跡
か
た
も
な
く
流
さ

れ
た
状
態
で
す
。「
田
丁
」
は
普
通
の
田
、「
窪

田
」は
低
地
の
田
の
こ
と
。

　

ま
さ
に
今
回
の
浸
水
予
想
図
ど
お
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

私
は
、
昨
年
７
月
、
東
北
の
被
災
地
を
視
察

し
て
き
ま
し
た
。最
も
衝
撃
を
受
け
た
の
が
石

巻
市
を
流
れ
る
北
上
川
下
流
域
の
惨
状
で
し

た
。
同
川
で
は
、
河
口
か
ら
上
流
12
キ
ロ
付
近

ま
で
、堤
防
決
壊
や
津
波
の
越
流
で
住
宅
や
農

地
が
浸
水
し
て
い
ま
し
た
。

　

北
上
川
下
流
域
は
四
万
十
川
と
そ
っ
く
り

の
地
形
で
し
た
。被
災
状
況
も
今
回
の
四
万
十

川
浸
水
予
想
図
と
ま
る
で
同
じ
で
す

　

生
徒
の
７
割
、74
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
大
川

小
学
校
は
河
口
か
ら
上
流
５
キ
ロ
地
点
。四
万

十
川
で
い
え
ば
、八
束
小
学
校
と
同
じ
位
置
で

し
た
。
大
川
小
学
校
に
も
裏
山
が
あ
り
、
文
字

通
り「
潮
は
山
迄
」駆
け
上
が
り
ま
し
た
。

　

繰
り
返
し
ま
す
が
、昭
和
21
年
の
南
海
地
震

は
「
小
粒
」
で
し
た
。「
小
粒
」
で
も
、
中
村
の
町

の
ほ
と
ん
ど
の
建
物
は
倒
壊
、火
事
も
発
生
し

ま
し
た
。鉄
橋
も
崩
れ
ま
し
た
。

　

次
の
南
海
地
震
は
、
前
回
地
震
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
残
っ
て
い
る
た
め
、宝
永
地
震
ク
ラ
ス

の
「
ど
で
か
い
」
も
の
に
な
る
こ
と
を
想
定
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
秋
に
は
、
県
か
ら
さ
ら
に
詳
細
な

デ
ー
タ
に
基
づ
く
津
波
浸
水
予
想
図
が
示
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
っ
か
り
と
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
す
。

潮
は
山
迄

市
長
談
話
室

市
長
談
話
室

昭和南海地震は「小粒」だった

つ   

じ   

よ
し
の
ぶ

こ
く
り
ょ
う
き

こ
　

つ
　

か

さ
ね

の
こ
ら
ず

な
か
ば
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空
き
店
舗
ゼ
ロ
へ

　

中
心
市
街
地
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
そ
う

空
き
店
舗
ゼ
ロ
へ

　

中
心
市
街
地
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
そ
う

地域づくり支援職員を配置

職
員
名（
太
字
は
チ
ー
ム
長
、カ
ッ
コ
内
は
所
属
）

　

武
内
俊
治（
水
道
課
）
　

宮
本
雄
史（
建
設
課
）

　

岡
田
圭
一（
建
設
課
）
　

宮
崎
史（
企
画
広
報
課
）

　

薦
田
則
一（
市
民
病
院
事
務
局
）
　

井
口
敦（
福
祉
事
務
所
）
　

　

川
村
史
恵（
保
健
介
護
課
）

　

伊
勢
脇
正
大（
企
画
広
報
課
）
　

浦
田
真
輝（
環
境
生
活
課
）

　

遠
近
由
幸（
企
画
広
報
課
）
　

梶
谷
卓
志（
林
業
課
）
　

　

池
田
里
恵（
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

戸
田
裕
介（
税
務
課
）
　

齋
藤
慎
一（
支
所
産
業
建
設
課
）

　

宇
都
宮
朋
彦（
市
民
課
）
　

田
中
一
希（
福
祉
事
務
所
） 

　

武
内
直
樹（
保
健
介
護
課
）
　

岡
田
咲
子（
市
民
病
院
事
務
局
）

　

田
中
邦
典（
財
政
課
）
　

今
城
烈（
農
業
課
）
　

　

宮
地
朱
美（
東
山
保
育
所
）

　

津
野
智
宏（
農
業
課
）
　

宮
崎
智
也（
学
校
教
育
課
）

　

川
村
慎
也（
生
涯
学
習
課
）
　

佐
竹
孝
一
郎（
総
務
課
）

　

安
岡
栄
治（
総
務
課
）
　

小
栗
史
也（
商
工
課
）

　

谷
口
忠
之（
支
所
地
域
企
画
課
）
　

藤
本
啓
文（
支
所
保
健
課
）

　

柴
秀
樹（
林
業
課
）
　

室
津
康
志（
税
務
課
）

　

島
村
祐
一（
税
務
課
）
　

岡
村
祐
一（
財
政
課
）

　

高
橋
政
幸（
支
所
保
健
課
）
　

山
中
康
世（
具
同
保
育
所
）

担

当

区

愛

宕

町

本
町
１
・
２

井

沢

古

津

賀

第
２
団
地

入

田

上

荒

川

田
野
川
乙

口

鴨

川

間　

崎

伊

才

原

横　

瀬

勝　

間

住

次

郎

中

組

中

家

地

奥
屋
内
上

玖

木

地域中　　　　　村西土佐

　

市
で
は
、平
成
22
年
度
か
ら
地
域
の
高
齢
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、「
地
域
づ
く
り
支
援
職

員
」を
、地
区
を
指
定
し
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、急
激
に
進
行
す
る
高
齢
化
に
よ
り
集
落
機
能
の
低
下
が
著
し
く
な
っ
て
い
る
地

域
に
お
い
て
、高
齢
と
な
っ
て
も
地
域
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、市
の
職
員
が
直
接

地
域
に
出
向
き
地
域
を
支
援
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、左
記
の
と
お
り
16
地
区
に
35
名
の
地
域
づ
く
り
支
援
職
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

「
健
康
・
福
祉
地
域
推
進
事
業
」を
主
に
、地
域
の
支
援
業
務
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
市
）保
健
介
護
課（
健
康
福
祉
担
当
）
　

☎（
３
４
）１
１
６
５

　

本
市
の
中
心
市
街
地
商
店
街
の
空
き
店

舗
の
解
消
が
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

近
年
、
後
継
者
不
足
や
郊
外
の
大
型

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
影
響
で
閉
店
が
相
次

ぎ
、
空
き
店
舗
が
急
増
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
本
市
だ
け
で
な
く
、
全
国
的
に
深
刻

な
問
題
で
す
。

　

こ
の
現
状
を
打
破
し
よ
う
と
天
神
橋
商

店
街
振
興
組
合
で
は
、
新
規
出
店
者
募
集

や
、
家
主
と
の
家
賃
交
渉
な
ど
に
地
道
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

３
月
に
は
、
一
定
期
間
お
店
を
開
業
し

て
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
習
得
し
て
も
ら

う
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
設
し
、

そ
の
う
ち
の
１
店
舗
は
、
５
月
か
ら
独
立

開
業
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
で
新
規
創

業
や
事
業
拡
大
等
を
行
う
場
合
の
改
装
費

用
に
対
す
る
補
助
制
度
も
積
極
的
に
活
用

し
、
平
成
24
年
度
は
既
に
３
店
舗
が
開
店
、

今
後
も
２
店
舗
が
開
店
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
今
年
２
月
に
13
か
所

あ
っ
た
天
神
橋
商
店
街
の
空
き
店
舗
は
、

６
か
所
に
半
減
す
る
見
通
し
で
す
。

　

商
店
街
の
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
に
、

今
後
も
商
店
街
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
「
空

き
店
舗
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）商
工
課
　

☎（
３
４
）１
１
２
６

天神橋商店街 日曜市
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本
市
へ
の
移
住
を
応
援
し
ま
す

本
市
へ
の
移
住
を
応
援
し
ま
す

市
民
に
な
り
ま
し
た
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
埼
玉
県
で
会
社
員
を
し
て
い
た
税
所
伊
織
さ
ん

(

23
歳
、
初
崎)

。
川
漁
師
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
今

年
四
万
十
市
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、川
漁
師
の
先
輩
に
つ
い
て
修
行
中
で
す
。

　

私
は
、会
社
員
時
代
か
ら
川
漁
師
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
て
、川
漁
師
に
な
れ
る
場
所
を
探
し
て
い

ま
し
た
。四
万
十
川
を
訪
れ
た
際
に
川
漁
師
の
先
輩

に
出
会
い
、い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
う

ち
に
、四
万
十
市
へ
移
住
し
川
漁
師
に
な
ろ
う
と
決

意
し
ま
し
た
。仕
事
に
つ
い
て
は
漁
師
の
先
輩
方
が

い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
く
れ
ま
す
し
、仕
事
の
面
で
も

生
活
の
面
で
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先
輩
も
い

て
、
辛
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
変

だ
っ
た
こ
と
と
い
え
ば
、漁
師
の
先
輩
方
の
方
言
が

最
初
の
う
ち
は
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
ぐ
ら
い
で

す
ね
（
笑
）
今
は
わ
か

り
ま
す
が
。

　

今
か
ら
も
先
輩
方

に
色
々
と
お
世
話
に

な
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
頑
張
っ
て
早
く
一

人
前
の
川
漁
師
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
大
阪
府
か
ら
昨
年
移
住
し
て
き
た
宮
﨑
隆
さ
ん

（
33
歳
、実
崎
）ご
夫
婦
と
、姉
の
宮
﨑
亜
希
さ
ん（
38

歳
、入
田
、兵
庫
県
か
ら
今
年
移
住
）。

　

隆
さ
ん
ご
夫
婦
に
は
な
ん
と
お
子
さ
ん
５
人
も
！

　

四
万
十
市
に

は
祖
父
母
が
い

て
、
毎
年
夏
に
は

来
て
い
ま
し
た
。

趣

味

の

サ

ー

フ
ィ
ン
を
す
る

の
に
条
件
が
良

い
こ
と
も
あ
り
、

移
住
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

家
を
見
つ
け

る
こ
と
に
は
苦

労
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、仕
事
を
見
つ
け
る
の
は
な

か
な
か
苦
労
し
ま
し
た
ね
。四
万
十
市
は
時
間
の
流

れ
が
ゆ
っ
く
り
で
皆
さ
ん
親
切
で
す
が
、
反
面
、
外

か
ら
来
た
人
に
警
戒
心
を
抱
い
て
い
る
の
か
な
と

思
う
場
面
も
。

　

ま
だ
方
言
の
違
い
や
生
活
環
境
の
違
い
に
と
ま

ど
う
場
面
も
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

子
供
が
た
く
さ
ん
い
る
と
に
ぎ
や
か
で
良
い
で

す
よ
。

【
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
】四
万
十
市
へ
の
在
住
を
支
援
す
る
協
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
）企
画
広
報
課
　

企
画
調
整
係
　

☎（
３
４
）１
１
２
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

E
-m
a
il：
 m
ira
i@
c
ity
.shim

a
n
to
.lg
.jp

人
口
社
会
増
57
人

　

本
市
の
人
口
は
、四
万
十
市
発
足（
平

成
17
年
４
月
）
時
の
３
８
１
１
６
人
が

今
年
３
月
末
３
５
８
５
３
人
へ
、
７
年

間
で
２
２
６
３
人
減
少
（
減
少
率
５
・

９
％
）
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
口
動

態
推
移
で
は
、人
口
の
自
然
減（
出
生
数

と
死
亡
数
の
差
）
は
合
併
前
か
ら
拡
大

傾
向
に
あ
る
一
方
で
、社
会
減（
転
入
数

と
転
出
数
の
差
）
は
こ
こ
数
年
縮
小
傾

向
に
あ
り
、平
成
23
年
度
、初
め
て
転
入

が
転
出
を
57
人
上
回
る
社
会
増
に
転
じ

ま
し
た
。

移
住
者
は
本
市
の
サ
ポ
ー
タ
ー

　

そ
の
要
因
の
一
つ
に
、
団
塊
世
代
の

退
職
Ｕ
タ
ー
ン
等
を
含
む
市
外
か
ら
の

移
住
者
が
こ
の
間
増
加
を
し
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
17
年
、「
四
万
十
市

へ
の
移
住
を
支
援
す
る
協
議
会
」
を
設

立
し
、
移
住
者
の
受
け
入
れ
を
支
援
し

て
き
ま
し
た
。

　

す
で
に
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
人
が

移
住
を
し
て
い
ま
す
。就
農
を
し
た
人
、

お
店
を
開
業
し
た
人
、医
師
、弁
護
士
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
多
く
は
四
万
十

川
に
代
表
さ
れ
る
本
市
の
豊
か
な
自
然

環
境
に
あ
こ
が
れ
て
き
た
人
々
で
す
。

　

区
長
や
民
生
委
員
な
ど
に
な
り
、
集

落
活
動
の
担
い
手
と
し
て
、
ま
た
独
身

で
来
て
こ
ち
ら
で
結
婚
を
し
、
地
域
の

宝
と
な
る
よ
う
な
子
ど
も
が
生
ま
れ
る

な
ど
、
地
域
の
絆
を
支
え
る
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

市
は
、平
成
22
年
、移
住
に
つ
な
げ
る

こ
と
も
目
的
と
し
た
情
報
発
信
交
流
事

業
と
し
て
、「
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援

団
制
度
」も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。ま

た
、こ
の
ほ
ど
全
国
か
ら
募
集
を
し
て
、

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」３
名
の
受
け
入

れ（
期
間
３
年
）も
決
め
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、昨
年
以
降
、首
都
圏
を

中
心
に
、
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
放
射

能
汚
染
か
ら
本
市
に
避
難
を
し
て
き

て
、
そ
の
ま
ま
移
住
を
決
め
た
家
族
も

多
く
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
こ
う
し
た
人
々

へ
の
支
援
を
行
な
う
一
方
で
、
移
住
者

の
人
々
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

求
む
！ 

空
き
家
情
報

　

移
住
を
希
望
す
る
人
は
、
住
む
家
や

仕
事
、子
供
の
教
育
な
ど
、い
ろ
ん
な
情

報
を
求
め
て
い
ま
す
。
い
ま
特
に
不
足

を
し
て
い
る
の
が
空
き
家
情
報
で
す
。

　

「
支
援
協
議
会
」
で
は
、
移
住
者
に
賃

貸
可
能
な
物
件
を
さ
が
し
て
い
ま
す
。

条
件
付
き
（
家
族
構
成
、
年
齢
等
）
で
も

結
構
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
情

報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

右から2人目が亜季さん、3人目が隆さん

さ
い
し
ょ

平
成
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年
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月
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今
春
の
高
校
卒
業
生
の
就
職
に

つ
い
て
、
雇
用
情
勢
が
厳
し
い
中

で
も
、
早
期
の
求
人
票
の
提
出
や

採
用
枠
の
拡
大
に
多
大
な
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、前
年
度
を
18
・

４
％
上
回
る
７
５
８
人
の
求
人
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
の
就
職
内
定
率
も

83
・
８
％
と
過
去
10
年
間
で
２
番

目
に
高
い
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
も
、
人
材
の
育
成

と
確
保
を
重
要
課
題
と
し
て
位
置

づ
け
、
関
係
機
関
と
協
力
し
新
規

高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
採
用
枠

拡
大
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

つ
い
て
は
、平
成
25
年
３
月
・
新

規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
積
極

的
な
採
用
と
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

の
求
人
の
早
期
提
出
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）商
工
課

　

☎（
３
４
）１
１
２
６

　

地
震
等
の
災
害
に
よ
り
水
道
が
使
え
な
く
な
っ
た
際
、水
道

施
設
が
復
旧
す
る
ま
で
の
間
の
生
活
用
水
を
確
保
す
る
手
段

の
一
つ
と
し
て「
災
害
時
協
力
井
戸
」の
登
録
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
内
に
丸
井
戸
ま
た
は
ポ
ン
プ
井
戸
を
お
持
ち

で
、災
害
時
に
周
辺
地
域
の
人
に
井
戸
水
を
提
供
で
き
る
人
に

「
災
害
時
協
力
井
戸
」と
し
て
市
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、こ
れ

を
広
く
周
知
す
る
こ
と
で
、災
害
時
の
生
活
用
水
の
確
保
を
図

る
も
の
で
す
。

■
対
象
井
戸
　

　

市
内
に
所
在
す
る
丸
井
戸
ま
た
は
ポ
ン
プ
井
戸

■
登
録
要
件
　

　

・
防
災
井
戸
と
し
て
利
用
可
能
と
判
断
さ
れ
る
も
の（
水
質
、

　

 

井
戸
の
状
態
な
ど
）

　

・
井
戸
の
所
在
地
等
の
情
報
を
公
表
で
き
る
こ
と

　

・
災
害
時
に
不
特
定
多
数
の
者
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

　

 

で
あ
る
こ
と

■
手
続
き
の
流
れ

　

①
災
害
時
協
力
井
戸
登
録
申
出
書
を
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

　

②
市
が
現
地
確
認
、水
質
検
査
等
を
行
い
登
録
の
可
否
を
決

　
　

定
し
ま
す
。

　

③
登
録
と
な
っ
た
場
合
は
「
災
害
時
協
力
井
戸
プ
レ
ー
ト
」

　
　

を
交
付
し
、井
戸
付
近
に
掲
示
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

④
登
録
さ
れ
た
井
戸
の
情
報
を
地
区
や
自
主
防
災
会
な
ど

　
　

に
提
供
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

（
市
）総
務
課 

防
災
対
策
係
　

☎（
３
５
）２
０
４
４

　

大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
際
の
負
傷
原

因
の
多
く
は
屋
内
に
あ
る
家
具
等
の
転
倒

や
落
下
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

南
海
地
震
の
際
に
は
、
津
波
の
発
生
も

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
世
帯
等

を
対
象
に
家
具
転
倒
防
止
等
対
策
事
業
を

活
用
し
、
家
具
類
の
転
倒
に
よ
る
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
、
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
が
で

き
る
よ
う
、
取
り
付
け
作
業
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

（
固
定
金
具
や
取
付
け
に
必
要
な
補
助
材

等
の
資
材
費
は
申
請
者
の
負
担
と
な
り
ま

す
）

■
対
　

象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
自
力
で
金

具
等
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
困
難
な
世

帯
。

(

１)

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

(

２)

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

も
の
が
属
す
る
世
帯

(

３)

前
掲
の
ほ
か
、取
り
付
け
作
業
が
困
難

で
あ
る
と
市
長
が
認
め
た
世
帯

■
支
援
内
容

　

市
が
委
託
し
た
法
人
等
が
各
家
庭
を
訪

問
し
、
無
償
で
金
具
取
り
付
け
を
行
い
ま

す
。

取
り
付
け
方
法
は
家
屋
の
床
、
壁
、
ま
た
は

柱
に
固
定
す
る
な
ど
の
方
法
で
、
作
業
を

行
う
家
具（
タ
ン
ス
、棚
、冷
蔵
庫
、テ
レ
ビ

な
ど
）は
最
大
４
台
ま
で
と
し
ま
す
。

※

借
家
に
お
住
ま
い
の
人
は
所
有
者
の
同

　

意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

(

１)

所
定
の
申
請
書
を
市
総
務
課
へ
提
出
。

(

２)

支
援
決
定
後
、
法
人
等
に
よ
る
申
請

者
宅
の
下
見
お
よ
び
取
り
付
け
方
法
・

日
時
等
の
協
議

(

３)

取
り
付
け
作
業
実
施

■
申
込
受
付
開
始
日
　

７
月
25
日（
水
）

■
募
集
世
帯
　

30
世
帯

　

（
申
込
順
に
受
付
を
行
い
ま
す
）

※

申
し
込
み
〜
取
り
付
け
作
業
実
施
ま
で
、

　

お
お
む
ね
１
ヶ
月
ほ
ど
必
要
と
な
り
ま

　

す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

（
市
）総
務
課 

防
災
対
策
係
　

　

☎（
３
５
）２
０
４
４
　

新
規
高
等
学
校

卒
業
予
定
者
へ
の

雇
用
枠
拡
大
に
つ
い
て

市
内
の
各
団
体
、

企
業
の
皆
さ
ま
へ

災
害
時
協
力
井
戸
を
募
集
し
ま
す

家
具
等
転
倒
防
止
対
策
事
業
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一　般　会　計

特　別　会　計（14会計）

　国民健康保険会計事業勘定

　国民健康保険会計診療施設勘定

　奥屋内へき地出張診療所会計

　後期高齢者医療会計

　下水道事業会計

　と畜場会計

　幡多公設地方卸売市場事業会計

　住宅新築資金等貸付事業会計

　鉄道経営助成基金会計

　農業集落排水事業会計

　幡多中央介護認定審査会会計

　介護保険会計保険事業勘定

　簡易水道事業会計

　園芸作物価格安定事業会計

企　業　会　計（ ２会計）

　水道事業会計

　病院事業会計

206億8,218万円

43億4,419万円

4億3,862万円

1,039万円

4億4,087万円

9億5,939万円

2億7,309万円

1,903万円

247万円

3億3,261万円

4,654万円

960万円

31億8,253万円

4億9,261万円

792万円

4億2,305万円

20億3,805万円

202億8,860万円

42億8,463万円

5億7,473万円

1,039万円

4億3,899万円

9億5,937万円

2億7,309万円

1,903万円

247万円

3億3,261万円

4,654万円

960万円

31億8,032万円

4億9,063万円

485万円

3億5,561万円

20億9,316万円

3億9,358万円（*1）

5,956万円（*2）

△1億3,611万円（*3）

0

188万円（*4）

2万円（*5）

0

0

0

0

0

0

221万円（*6）

198万円（*7）

307万円（*8）

6,744万円（*9）

△5,511万円（*10）

（*1）24年度への繰越財源8,593万円を差し引いた実質収支は3億765万となり、これは全額、減債基金に積み立てた。
（*2）全額を国保財政調整基金に積み立てた。　（*3）専決処分で24年度予算からの繰上充用により措置。
（*4）出納整理期間内の保険料収入によるもので、全額を24年度へ繰り越し、後期高齢者医療広域連合に納付する。
（*5）（*7）全額24年度へ繰り越した事業の財源。
（*6）全額を24年度へ繰り越し、介護従事者処遇改善臨時特例交付金の精算による返還金の財源とする。
（*8）価格差補給金の減少による余剰金で、全額を２４年度へ繰り越し、園芸作物価格安定基金に積み立てる。
（*9）水道事業会計の資本的収支は△1億8,106万円（収入8,973万円－支出2億7,079万円）となり、不足額は当年度分消費税資本的収支調整

額、減債積立金、当年度損益勘定留保資金および繰越利益剰余金で補填した。
（*10）この結果、累積で12億6,983万円の未処理欠損金となり、全額翌年度への繰り越しとした。また、病院事業会計の資本的収支は、△3億

8,836万円（収入2億6,138万円－支出6億4,974万円）となり、不足額は当年度分消費税資本的収支調整額、繰越工事資金および当年度分
損益勘定留保資金で補填した。

　市では、公正で開かれた市政の実現を図ることを目的とした情報公開制度と、市民の個人情報の保護を目的とした個人

情報保護制度を運用しています。

歳入

歳入

歳出

収益 費用

形式収支

形式収支

形式収支

歳出

平成23年度 情報公開制度および個人情報保護制度の運用状況

情報公開制度運用状況

個人情報保護制度運用状況

●行政情報の公開請求の状況（平成23年4月1日～平成24年3月31日に受理した請求）

　請求件数：14件（公開決定：9件、一部公開決定：4件、非公開決定：0件、不受理：1件）

　※請求対象文書等は、市ホームページ[行政情報]に掲載しています。

　http://www.city.shimanto.lg.jp/life/information/soumu/unyoujyoukyou.html

●個人情報取扱業務の登録状況・・・登録件数：246件（平成24年3月31日現在）

　※個人情報を取り扱う業務を新たに開始するときには、取り扱う個人情報の内容、保存方法等を登録簿に登

　　載することが条例で定められています。

●保有個人情報の開示請求・・・7件

●保有個人情報の開示請求の特例の状況（簡易開示の種類および件数）・・・なし

●保有個人情報の訂正請求または適正処理の申し出・・・なし

●保有個人情報の開示請求または訂正請求手続における不服申し立て・・・なし

●個人情報の取り扱いに関する苦情または相談・・・なし

●決定に対する不服申し立て・・・なし

問い合わせ先　（本庁）総務課 行政管理係　☎（34）1804

平成2３年度 決算概要（６月市議会定例会 報告）平成2３年度 決算概要（６月市議会定例会 報告）平成2３年度 決算概要（６月市議会定例会 報告）
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【
津
波
浸
水
想
定
】

　

３
月
31
日
、
内
閣
府
が
設
置
し
た
有
識
者

に
よ
る
「
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
モ
デ
ル

検
討
会
」
に
お
け
る
震
度
分
布
お
よ
び
津
波

高
の
推
計
結
果
と
し
て
、
本
市
の
最
大
津
波

高
は
26
・
７
ｍ
と
い
う
数
値
を
発
表
し
た
。

　

こ
の
公
表
数
値
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考
慮
し

推
計
し
た
も
の
で
、「
発
生
頻
度
は
極
め
て
低

い
も
の
の
、
発
生
す
れ
ば
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
す
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
」
に
相
当
す
る

も
の
と
な
っ
て
お
り
、ま
た
、特
に
注
目
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
点
と
し
て
、「
今
回
の
推
計

は
、
現
時
点
の
最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ

き
、最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波
を
想
定
し
た

も
の
で
あ
っ
て
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
に
お
い

て
次
に
起
こ
る
地
震
・
津
波
を
想
定
し
た
も

の
で
は
な
い
。
ま
た
何
年
に
何
％
と
い
う
発

生
確
率
を
念
頭
に
地
震
・
津
波
を
想
定
し
た

も
の
で
も
な
い
」と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
内
閣
府
の
公
表
デ
ー
タ
を
基
に
、
５

月
10
日
に
高
知
県
が
発
表
し
た
津
波
浸
水
想

定
に
は
、
本
市
で
の
最
大
津
波
高
と
な
る

ケ
ー
ス
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、６
月
１
日
に
本
市
最
大
津
波
高
26
・
７
ｍ

と
な
る
ケ
ー
ス
が
公
表
さ
れ
、
前
回
と
比
較

す
る
と
本
市
に
お
け
る
浸
水
区
域
の
広
が
り

や
、
浸
水
が
よ
り
深
く
な
っ
た
箇
所
が
見
ら

れ
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　

今
秋
に
は
、
さ
ら
に
精
度
の
高
い
デ
ー
タ

が
公
表
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

内
容
が
わ
か
り
次
第
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お

知
ら
せ
し
た
い
。

【
津
波
避
難
計
画
等
】

　

本
市
で
は
、
津
波
避
難
計
画
を
見
直
す
た

め
に
、昨
年
度
か
ら
下
田
、八
束
地
域
な
ど
、津

波
被
害
が
予
測
さ
れ
る
地
区
を
対
象
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ（
計
画
づ
く
り
の
共
同
作
業
）を

行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
区
長
や
自
主
防
災
会
、
学
校
・
保

育
所
の
職
員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、消
防
団
員
な
ど
地
域

の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
、
津
波
に
よ
る

浸
水
予
測
区
域
を
踏
ま
え
て
、
避
難
場
所
の

高
さ
は
十
分
か
、避
難
路
は
安
全
か
、実
際
に

現
地
も
見
な
が
ら
、
住
民
の
目
線
で
問
題
点

を
探
り
、
津
波
避
難
の
課
題
を
整
理
し
て
い

く
も
の
で
、こ
れ
ま
で
個
別
地
区
単
位
で
は
、

竹
島
、
松
ノ
山
、
下
田
、
串
江
で
開
催
し
て
い

る
。

　

今
後
は
、国
、県
が
秋
に
発
表
す
る
最
終
の

津
波
浸
水
想
定
の
デ
ー
タ
な
ど
も
考
慮
の
う

え
、本
年
度
中
に
下
田
、八
束
の
全
地
区
と
古

津
賀
で
津
波
避
難
計
画
を
策
定
す
る
予
定
。他

の
津
波
浸
水
想
定
地
区
に
お
い
て
も
、順
次
策

定
し
て
い
く
。

　

ま
た
、こ
れ
ら
の
地
震
・
津
波
対
策
を
推
進

す
る
う
え
で
専
門
的
な
立
場
か
ら
指
導
・
助

言
を
も
ら
う
た
め
、
幡
多
の
地
理
や
過
去
の

地
震
に
詳
し
く
、
本
市
で
も
市
民
大
学
な
ど

２
度
講
演
を
頂
い
た
実
績
の
あ
る
、
独
立
行

政
法
人
建
築
研
究
所
特
別
客
員
研
究
員
都

司
嘉
宣
先
生
（
元
東
京
大
学
地
震
研
究
所
准

教
授
）
に
四
万
十
市
地
震
津
波
対
策
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

都
司
先
生
に
は
、地
震
・
津
波
対
策
事
業
の

企
画
立
案
や
推
進
に
関
す
る
こ
と
、
地
域
防

災
計
画
や
津
波
避
難
計
画
の
策
定
に
関
す
る

こ
と
、
講
演
な
ど
で
の
市
民
啓
発
に
関
す
る

こ
と
、地
震
・
津
波
に
関
す
る
歴
史
や
文
献
に

係
る
資
料
や
デ
ー
タ
の
提
供
に
関
す
る
こ
と

な
ど
を
お
願
い
し
、本
市
の
地
震
・
津
波
対
策

の
一
層
の
強
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【
幡
多
広
域
南
海
地
震
対
策
連
絡
協
議
会
】

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
に
備
え
、

本
市
の
呼
び
か
け
で
幡
多
広
域
内
の
市
町
村

で
組
織
す
る
「
幡
多
広
域
南
海
地
震
対
策
連

絡
協
議
会
」（
会
長
四
万
十
市
長
）
を
５
月
28

日
、
設
立
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、
国
土
交
通

省
中
村
河
川
国
道
事
務
所
、
国
土
交
通
省
中

筋
川
総
合
開
発
工
事
事
務
所
、
高
知
県
危
機

管
理
部
、
高
知
県
幡
多
土
木
事
務
所
及
び
幡

多
郡
内
の
消
防
本
部
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
加
わ
っ
て
も
ら
い
、地
震
・
津
波
に
関
す
る

情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
広
域
で
の
対

応
を
協
議
、
検
討
す
る
場
と
し
て
県
下
で
は

初
め
て
組
織
さ
れ
、
幡
多
地
域
の
市
町
村
が

抱
え
る
課
題
等
を
広
域
的
視
点
で
解
決
し
て

い
く
組
織
と
な
る
も
の
。
本
協
議
会
の
設
立

に
あ
わ
せ
、
今
後
は
民
の
組
織
と
し
て
「
（
仮

称
）幡
多
地
区
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会
」の

設
立
も
働
き
か
け
、
民
と
官
が
連
携
し
た
広

域
的
組
織
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
。

【
観
光
振
興
】

　

３
月
10
、11
日
に
開
催
し
た「
菜
の
花
の
宴
」

に
は
市
内
外
か
ら
約
３
千
人
の
方
が
訪
れ
、

た
く
さ
ん
の
方
に
ヤ
ナ
ギ
林
と
菜
の
花
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
い
た
。
今
年
は
、
団
体
の
ツ

ア
ー
客
も
多
く
期
間
中
は
約
１
万
６
千
人
の

方
々
で
賑
わ
っ
た
。

　

平
成
23
年
に
四
万
十
市
を
訪
れ
た
観
光
客

は
、推
計
で
約
１
３
４
万
８
千
人
と
、龍
馬
伝

効
果
で
飛
躍
的
に
増
加
し
た
前
年
と
比
べ
て

92
％
と
減
少
し
て
い
る
が
、
前
々
年
比
で
は

１
４
０
％
と
な
る
な
ど
、
入
込
客
は
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
。

　

ま
た
、
宿
泊
人
数
に
つ
い
て
は
、
約
17
万
５

千
人
で
、
前
年
比
93
％
に
な
っ
た
も
の
の
、
入

込
数
に
対
す
る
宿
泊
人
数
の
割
合
は
13
％
と

若
干
上
昇
し
て
お
り
、
通
年
型
の
花
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る「
四
万
十
川
花
絵
巻
」な
ど
の
取

り
組
み
が
徐
々
に
定
着
し
て
き
た
も
の
と
考

え
る
が
、
ま
だ
ま
だ
通
過
型
観
光
地
と
な
っ

て
お
り
、
宿
泊
者
を
増
や
す
こ
と
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

【
雇
用
対
策
】

　

こ
れ
ま
で
四
万
十
市
で
は
、
国
の
事
業
を
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活
用
し
平
成
18
年
度
か
ら
３
年
間
、
観
光
を

テ
ー
マ
に
「
地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事

業
」を
実
施
し
、１
０
０
名
の
雇
用
創
出
目
標

に
対
し
、１
１
０
名
の
雇
用
創
出
実
績
を
、ま

た
平
成
21
年
度
か
ら
３
年
間
は
有
機
農
業
を

柱
と
し
て
「
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
」「
地

域
雇
用
創
造
実
現
事
業
」を
実
施
し
、３
年
間

で
１
５
２
名
の
雇
用
を
創
出
す
る
目
標
に
対

し
て
１
８
０
名
の
実
績
で
１
１
８
％
の
達
成

率
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
６
年
間
の

取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
よ
り
効
果
的
に
雇
用

対
策
を
推
進
す
る
た
め
、「
実
践
型
地
域
雇
用

創
造
事
業
」を
国
に
申
請
し
、今
年
の
５
月
に

採
択
を
受
け
た
。

　

今
回
の
事
業
は
四
万
十
地
域
の
特
産
品
開

発
を
事
業
の
柱
に
据
え
、
地
域
振
興
と
雇
用

創
出
を
図
っ
て
い
く
。
四
万
十
市
雇
用
創
造

促
進
協
議
会（
会
長
四
万
十
市
長
）が
実
施
主

体
と
な
り
、
３
年
間
で
の
雇
用
創
出
は
１
４

０
名
を
予
定
し
て
い
る
。

【
旧
土
豫
銀
行
跡
地
の
利
活
用
】

　

耐
震
診
断
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
取
壊
し

を
前
提
に
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
た
め
、

利
活
用
の
検
討
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

今
後
は
、
市
が
中
心
と
な
り
地
元
地
区
や
商

店
街
関
係
者
の
皆
さ
ん
な
ど
と
共
に
利
活
用

策
を
検
討
す
る
体
制
を
整
え
て
く
。

【
保
健
・
医
療
・
福
祉
連
携
事
業
】

　

今
年
度
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て

の
市
民
が
住
み
な
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
健

康
で
安
心
し
て
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
環

境
を
提
供
す
る
「
健
康
・
福
祉
地
域
推
進
事

業
」
を
開
始
し
た
。
現
在
、
こ
の
事
業
に
は
市

内
83
の
地
区
等
か
ら
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、

地
区
健
康
福
祉
委
員
会
を
設
立
す
る
と
共
に
、

地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
高
齢
と
な
っ
て
も

元
気
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

【
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　
　

よ
さ
こ
い
高
知
２
０
１
３
】

　

25
年
10
月
に
本
市
で
開
催
さ
れ
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
を
円
滑
に
運
営
す

る
た
め
、
５
月
10
日
に
大
会
運
営
に
携
わ
る

関
係
団
体
の
代
表
者
で
構
成
す
る
四
万
十
市

実
行
委
員
会
を
設
立
し
た
。

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
】

　

３
月
下
旬
か
ら
募
集
を
行
い
、
国
内
外
か

ら
21
名
の
応
募
が
あ
っ
た
。現
在
、
３
名
の
選

考
作
業
を
進
め
て
い
る
段
階
だ
が
、
併
せ
て
、

各
区
長
や
分
館
長
に
対
し
て
も
８
月
か
ら
の

活
動
に
備
え
、
隊
員
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
地
域
協
力
活
動
に
つ
い
て
の
調
査
も
お

願
い
す
る
な
ど
、
早
い
段
階
か
ら
各
集
落
の

課
題
を
意
識
し
た
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

所
要
の
準
備
も
並
行
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。

【
ふ
る
さ
と
応
援
団
】

　

「
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
」
は
、
こ
の

ほ
ど
団
員
数
が
１
０
０
０
人
を
超
え
、
５
月

末
で
１
０
２
０
人
に
な
っ
た
。ま
た
、同
時
に

ふ
る
さ
と
納
税（
応
援
寄
付
金
）も
累
計
１
０

０
０
万
円
を
超
え
、１
０
１
３
万
円（
２
０
１

件
）に
な
っ
た
。

　

応
援
団
員
や
寄
付
者
の
大
半
は
、
本
市
出

身
者
で
な
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
観
光
や

イ
ベ
ン
ト
で
本
市
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る

方
々
を
中
心
に
、
本
市
の
自
然
、
歴
史
、
文
化

等
に
関
心
を
も
っ
て
い
る「
四
万
十
フ
ァ
ン
」

が
多
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

昨
年
12
月
に
は
、
大
阪
で
こ
う
し
た
団
員

と
の
交
流
会
を
開
き
ま
し
た
が
、
今
月
30
日

に
は
、
東
京
で
も
「
交
流
会
in
東
京
」
と
銘

打
っ
て
、交
流
会
を
開
く
。東
京
で
の
交
流
会

は
、
こ
の
ほ
ど
関
東
在
住
の
本
市
出
身
者
が

中
心
に
な
っ
て
結
成
を
し
た
「
関
東
幡
多
四

万
十
会
」
の
第
１
回
懇
親
会
に
合
流
を
す
る

形
で
開
く
。

　

人
と
人
が
交
わ
れ
ば
新
し
い
何
か
が
生
ま

れ
、可
能
性
が
広
が
る
。こ
う
し
た
交
流
事
業

を
通
し
て
、
移
住
促
進
や
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
本
市
の
人
口
の
動
態
別
推
移
で
は
、

平
成
23
年
度
、
四
万
十
市
に
な
っ
て
初
め
て

転
入
が
転
出
を
上
回
り
（
社
会
増
57
人
）
、
人

口
減
少
数
が
逓
減
を
し
て
き
て
い
る
。

【
市
民
大
学
】

　

第
31
回
目
と
な
る
今
年
の
市
民
大
学
は
、

「
ふ
る
さ
と
に
学
ぶ
」を
テ
ー
マ
に
し
て
開
講

す
る
。
今
年
は
「
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
１
５
０

年
」
に
当
た
る
こ
と
も
あ
り
、
い
ま
一
度
、
地

元
の
歴
史
や
文
化
を
考
え
る
と
と
も
に
、
い

ま
の
生
活
や
地
域
を
ど
う
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
、
産
業
振
興
や
保
健
・
医

療
・
福
祉
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、考
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
小
京
都
中

村
の
歴
史
的
意
義
や
、
か
つ
て
の
西
土
佐
村

で
の
保
健
衛
生
活
動
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
、

６
つ
の
講
座
を
用
意
す
る
。

　

ま
た
、
秋
に
は
「
映
像
の
幡
多
」
と
題
し
て
、

過
去
に
幡
多
地
域
を
舞
台
に
し
て
ロ
ケ
を

行
っ
た
映
画
４
本
を
上
映
す
る
。
映
画
と
い

う
映
像
の
中
に
残
っ
て
い
る
か
つ
て
の
幡
多

の
風
景
等
を
み
な
が
ら
、
い
ま
の
時
代
が
も

つ
意
味
を
考
え
て
も
ら
い
。

【
学
校
再
編
の
取
り
組
み
】

　

西
土
佐
小
学
校
で
は
、
４
月
９
日
に
始
業

式
を
行
い
、
全
児
童
１
４
１
名
が
新
た
な
学

校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
４
月
29
日
、
開
校

式
典
も
執
り
行
っ
た
。

　

中
村
地
域
で
は
、今
年
３
月
に
、８
中
学
校

区
（
中
村
中
学
校
、
中
村
西
中
学
校
を
除
く
）

で
保
護
者
を
対
象
に
１
回
目
の
懇
談
会
を
開

催
。
今
後
、
一
定
期
間
を
か
け
、
中
村
地
域
の

実
情
に
あ
っ
た
再
編
計
画
の
策
定
に
取
り
組

む
。

　

ま
た
、田
野
川
小
学
校
は
、昨
年
度
か
ら
保

護
者
や
地
域
の
皆
様
と
の
懇
談
会
を
行
い
、

先
に
保
護
者
の
総
意
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い

た
「
田
野
川
小
学
校
統
合
（
休
校
）
に
関
す
る

要
望
書
」
ど
お
り
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
中
村

小
学
校
へ
統
合
す
る
こ
と
で
一
定
了
解
を
い

た
だ
い
た
。

ど
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■
受
験
料
　

初
心
者

：

5
2
0
0
円
、一
部
免
除
者

：

3
9
0
0
円

■
申
請
書
配
布
場
所

　

県
庁
鳥
獣
対
策
課
、
中
村
地
区
猟
友
会
、
本
庁
林
業
課
、
支
所
林

　

業
分
室

■
申
請
方
法
　

各
試
験
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
必
着
す
る
よ
う

　
　
　
　
　
　

県
庁
鳥
獣
対
策
課
か
中
村
地
区
猟
友
会
に
持
参
ま

　
　
　
　
　
　

た
は
郵
送
。

※
高
知
県
猟
友
会
（
0
8
8-

8
2
3-

1
0
3
6
）
主
催
の
予
備
講

　

習
会
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
県
庁
鳥
獣
対
策
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

し
て
い
ま
す
。 

　

http://w
w
w
.pre
f.kochi.lg

.jp/soshiki/1
2
1
6
0
1
/

　

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害
に
お
困
り
の
、
農
林
業
に
携
わ

る
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
受
験
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 狩

猟

免

許

試

験

募
集
期
間
　

７
月
31
日
ま
で

○
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
か
か
る
経
費
の
一
部

（
国
・
県
事
業
を
合
わ
せ
経
費
の
約
75
％
、
認

定
農
業
者
の
場
合
は
１
０
０
％
）
を
支
援
し

ま
す
。
経
費
に
は
自
分
の
労
務
費
も
計
上
で

き
ま
す
の
で
、
費
用
の
持
ち
出
し
を
軽
減
で

き
ま
す
。

<

主
な
要
件>

●
農
振
農
用
地
区
域
内
の
耕
作
放
棄
地
の

解
消
で
あ
る
こ
と

●
自
分
の
所
有
地
以
外
の
耕
作
放
棄
地
の

解
消
で
あ
る
こ
と

●
解
消
地
で
５
年
間
以
上
は
営
農
す
る
こ
と

●
解
消
経
費
が
10
ａ
あ
た
り
10
万
円
を
超

え
る
こ
と

※
農
地
所
有
者
に
よ
る
再
生
作
業
お
よ
び
農
振

農
用
地
区
域
外
で
の
再
生
に
つ
い
て
、
再
生

後
の
営
農
作
物
が
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制

度
の
戦
略
作
物
等
で
あ
る
場
合
は
事
業
対
象

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
左
記
・

四
万
十
市
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）農
業
課
　
　

0（
３
４
）１
１
１
７

（
総
合
支
所
）産
業
建
設
課
0（
５
２
）１
１
１
１

耕
作
放
棄
地
の

解
消
を
支
援
し
ま
す

日
　
　

時

８
月
21
日
（
火
）

10
時

８
月
22
日
（
水
）

10
時

12
月
実
施
予
定

※
９
月
頃
日
程

　

発
表
の
予
定

試
験
を
行
う

免
許
の
種
類

第
一
種
銃
猟
、

第
二
種
銃
猟

わ
な
猟

わ
な
猟

場
　
　

所

中
村
地
区

建
設
協
同
組
合
会
館

（
右
山
元
町
3-

3-

26
）

中
村
地
区

建
設
協
同
組
合
会
館

※

予
定

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
　
　

県
　
　

）鳥
獣
対
策
課
　
　

0
0
8
8(

8
2
3
）9
0
3
9

（
本
　
　

庁
）林
業
課
　
　
　
　

0（
3
4
）1
1
1
8　

（
総
合
支
所
）林
業
分
室
　
　
　

0（
5
2
）1
1
1
1

■
日
　

程

◆
水
質
事
故
と
は
？

　

工
場
な
ど
で
の
操
作
ミ
ス
や
機
械
の
故
障
、
交
通
事
故
や
不
法
投
棄

な
ど
に
よ
り
、
河
川
へ
化
学
物
質
や
油
類
が
流
れ
込
み
、
水
が
汚
染
さ

れ
、死
ん
だ
魚
が
浮
上
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

●
大
量
の
魚
が
死
ん
で
い
る
　

●
異
臭
が
す
る
　
　

●
多
量
の
油
が
浮
い
て
い
る
　

●
異
常
に
泡
が
発
生
し
て
い
る

●
異
常
に
水
が
変
色
し
て
い
る

　

汚
染
の
拡
大
を
い
か
に
早
い
段
階
で
止
め
る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
ま
す
。

　

発
見
さ
れ
た
場
合
は
、正
確
な
場
所
と
状
況
の
説
明
に
、ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
通
報
先
】

国
土
交
通
省
中
村
河
川
国
道
事
務
所 

河
川
管
理
課
　

☎（
３
４
）７
３
０
９

（
市
）観
光
課 

四
万
十
川
対
策
係
　

☎（
３
４
）１
１
７
０
　

水
質
事
故
発
見
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

高
知
県
農
業
公
社
で
は
、
使
わ
れ
て
い
な
い
農
地
や
遊
休
ハ
ウ
ス
な

ど
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
情
報
は
、新
た
に
農
業
を
始
め
る
人
や
、農

業
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る
人
な
ど
に
、
就
農
相
談
会
や
当
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
提
供
し
、有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

売
っ
た
り
、
貸
し
た
り
で
き
る
農
地
や
ハ
ウ
ス
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、左
記
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】公
益
財
団
法
人 

高
知
県
農
業
公
社 

　

☎
0
8
8(

8
2
3
）8
6
1
8　　

　

F
A
X 

0
8
8(

8
2
4
）8
5
9
3

使
わ
れ
て
い
な
い
農
地
、

ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
の
お
願
い
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四
万
十
市
民
憲
章
表
彰
は
、

市
民
憲
章
の
理
念
に
沿
っ
た
活

動
に
よ
り
顕
著
な
功
績
を
あ
げ

た
個
人
お
よ
び
団
体
に
対
し
表

彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
個
人
２
人
と
１
団
体

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
4
月
16
日
の
市
民
憲
章
推
進

協
議
会
総
会
に
お
い
て
授
与
さ

れ
て
い
ま
す
）

★
受
賞
者（
敬
称
略
）

【
個
人：

社
会
貢
献
活
動
】

　

山
本
　

正
勝（

80
歳
・
古
津
賀
）

　
　

交
通
安
全
活
動

　

竹
内
　

弘（75
歳
・
中
村
大
橋
通
）

　
　

芸
術
・
文
化
・
福
祉
活
動

【
団
体：

社
会
貢
献
活
動
】

　

中
村
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
中
村
小
姓
町
）

　
　

社
会
奉
仕
活
動

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）環
境
生
活
課
　

　

☎（
３
５
）４
１
４
７

四
万
十

市
民
憲
章
表
彰

受
賞
者

　

今
夏
は
厳
し
い
電
力
需
給
状
況
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
為
、四
国
電
力
管
内
に
お
い
て
は
７

月
２
日
か
ら
９
月
７
日
ま
で
、猛
暑
で
あ
っ

た
２
０
１
０
年
比
で
７
％
の
節
電
目
標
が

国
か
ら
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、例
年
以
上
の
猛
暑
や
発
電
所
の

ト
ラ
ブ
ル
等
不
測
の
事
態
が
発
生
し
電
力

不
足
と
な
る
場
合
に
は
、「
計
画
停
電
」も
あ

り
う
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　

ご
家
庭
、
職
場
に
お
い
て
、
節
電
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

節
電
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
四国電力管内の
今夏の節電目標
2010年比７％減

ご家庭での夏の節電メニュー 節電効果（削減率）

○室温28度を心がける。

○2部屋でそれぞれ使用している場合には、1部屋（1台）に減らして使
　用する。

○すだれやよしずなどで日差しを和らげる。

○無理のない範囲でエアコンを消し、扇風機を使用する。
※エアコンの頻繁なオンオフは電力の増加になる場合があり、注意が
　必要

エアコン

○設定温度を「強」から「中」に変え、ドア開閉の回数を減
　らし、食品を詰め込みすぎないようにする。冷 蔵 庫

○省エネモードを設定し、明るさ、音量を控えめにし、必
　要な時以外は消す。テ レ ビ

○（炊飯器）早朝にタイマー機能で１日分まとめて炊いて、
　冷蔵庫や冷凍庫に保存する。

○（待機電力）リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る。
　長時間使わない機器はコンセントからプラグを抜く。

そ の 他

○日中は不要な照明を消す。照明器具

（設定温度を２度上げた場合）10％

（350Ｗを２台使用している
場合）

（標準→省エネモードに設定
し、使用時間を2/3に減らし
た場合）

30％

10％

50％

2％

2％

2％

2％

5％

夏の昼間（午後2時頃）の電気機器の
使用例〔在宅世帯の例〕

（出典：資源エネルギー庁推計）

エアコン
58％冷蔵庫

17％

照明
6％

テレビ
5％

その他
14％

※参考：経済産業省「夏季の節電メニュー（ご家庭の皆様）」（平成24年５月）
削減率は、在宅家庭の日中の最大使用時（約1,200Ｗ）に対する目安（資源エネルギー庁推計）
◆熱中症などに気をつけ、無理のない範囲で節電をお願いします。
◆ご家庭での例を掲載しましたが、事業者の皆さまにおいてもご協力をお願いします。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）環
境
生
活
課 

環
境
係

☎（
3
4
）6
1
2
6

国土調査に伴う四等三角点の設置作業を下記のとおり実施します。

設置場所　東富山地区内（新設４点）
実施期間　７月２日～11月12日
発 注 者　国土地理院四国地方測量部

【問い合わせ先】（市）建設課 国土調査係　0（３４）１８２６　

基準点測量実施のお知らせ基準点測量実施のお知らせ
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利
岡
小
学
校

　
　

田
植
え
体
験

　

若
藤
営
農

組
合
で
は
自

分
た
ち
の
取

り
組
み
や
地

域
で
作
る
お

米
（
若
藤
米
）

の
Ｐ
Ｒ
の
一

環
と
し
て
、去

年
か
ら
学
校

教
育
と
連
携

し
て
農
業
体

験
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

６
月
６
日
（
水
）
、
利
岡
小
学
校
の
全
校
児

童
36
人
を
地
区
に
招
き
、
ア
イ
ガ
モ
農
法
を

実
践
し
て
い
る
田
ん
ぼ
を
使
っ
て
、
田
植
え

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
子
ど
も
た
ち

に
お
米
が
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
る
の
か

知
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
田
植
え
を
す
る
こ
と

で
自
然
に
触
れ
る
機
会
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
す
。

　

田
ん
ぼ
の
中
に
素
足
で
入
っ
た
児
童
た
ち

は
慣
れ
な
い
田
ん
ぼ
の
感
触
に
戸
惑
っ
て
い

た
様
子
で
、
最
初
は
な
か
な
か
う
ま
く
植
え

る
こ
と
が
出
来
ず
、
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ツ
を
つ
か
む
と
植
え
る
姿
や
手
つ
き
も
様

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
28
日
（
月
）
、
大
用
地
区
で
、
と

み
や
ま
酒
米
生
産
部
が
「
酒
米
吟
の

夢
」の
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
用
小
学
校
の
５
、
６
年

生
17
人
を
は
じ
め
、
４
月
に
国
際
交
流

員
と
し
て
中
国
か
ら
来
た
劉
長
生
さ

ん
や
関
係
機
関
も
参
加
し
て
手
際
よ

く
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
酒
米
は
、
富
山
地
区
の
農
家

８
戸
で
約
1.6
ha
を
栽
培
し
て
お
り
、
９

月
に
収
穫
の
予
定
で
す
。

　

収
穫
し
た

酒
米
は
、
純

米
吟
醸
「
と

み
や
ま
」
と

な
り
、
12
月

か
ら
３
回
に

分
け
、
９
０

０
口
限
定
で

オ
ー
ナ
ー
の

手
元
に
届
け

ら
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）農
業
課 

農
業
振
興
係

　

☎（
３
４
）１
１
１
７
　

酒
米
の
田
植
え

〜
純
米
吟
醸
と
み
や
ま
〜

　

研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
つ
で
あ
る
幡
多

公
設
地
方
卸
売
市
場
で
は
、「
市
場
に
人
を
呼
び

込
ん
で
活
気
づ
け
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
観
光

客
の
誘
致
を
計
画
し
、
体
験
型
の
修
学
旅
行
な

ど
を
誘
致
し
て
い
る
幡
多
広
域
観
光
協
議
会
と

連
携
し
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
や
メ

ニ
ュ
ー
作
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

６
月
７
日
、
下
田
中
学
校
の
１
年
生
が
モ
ニ

タ
ー
と
し
て
招
待
さ
れ
、
体
験
学
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
ま
ず
市
場
内
で
の
注
意
事
項
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
競
り
の
見
学
や
鰹
の

タ
タ
キ
作
り
を
体
験
。
自
分
た
ち
で
作
っ
た
タ

タ
キ
の
試
食
後
は
ビ
デ
オ
を
使
っ
て
物
流
の
仕

組
み
を
学
習
し
ま
し
た
。質
問
タ
イ
ム
で
は「
高

値
で
競
り
落
と
さ
れ
る
も
の
は
何
で
す
か
。
」

「
競
り
に
出
さ
れ
た
品
が
余
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
」
と
い
っ
た
質
問
を
投
げ
か
け
る
な
ど

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

市
場
で
は
、
競
り
の
見
学
や
物
流
に
関
す
る

学
習
を
通
し
て
、
市
場
の
役
割
や
普
段
自
分
た

ち
が
食
す
る
魚
や
野
菜
な
ど
が
ど
う
い
っ
た
仕

組
み
で
食
卓
ま
で
運
ば
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

実
際
魚
に
触
れ
た
り
、
タ
タ
キ
作
り
な
ど
を
体

験
し
、
さ
ら
に
食
す
る
こ
と
で
食
育
の
大
切
さ

を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
通
し
て
作
り
上
げ

た
メ
ニ
ュ
ー
を
さ
ら
に
磨
き
あ
げ
、
観
光
客
を

誘
致
し
て
い
く
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会

（
観
光
課
）
0（
３
４
）１
７
８
３

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会
の
取
り
組
み

市

場

体

験

学

習
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市教委だより
　

６
月
14
日（
木
）、八
束
小
学
校
で
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招

い
て
地
震
津
波
に
備
え
て
の
避
難
訓
練
と
学
習
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

市
内
全
て
の
小
中
学
校
で
防
災
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、八
束
小
学
校
は
広
報
６
月
号
の
記
事
で
も
触
れ
ら
れ
た

よ
う
に
、東
日
本
大
震
災
の
と
き
多
く
の
犠
牲
者
の
出
た
大
川

小
学
校
と
地
形
的
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、年
間
を
通
し

て
防
災
学
習
に
取
り
組
み
、避
難
訓
練
も
毎
月
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
高
知
県
か
ら
派
遣
さ
れ
た
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

高
知
大
学
高
知
地
震
観
測
所
・
久
保
篤
規
准
教
授
に
全
校
生
徒

に
よ
る
避
難
訓
練
と
避
難
経
路
の
確
認
に
立
ち
会
っ
て
い
た

だ
き
、
ま
た
５
、
６
年
生
へ
の
地
震
に
関
す
る
学
習
会
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
習
会
の
内
容
は
地
震
の
起
き
る
仕
組
み
な
ど
が
中
心
、小

学
生
に
は
少
し
難
し
い
か
な
と
い
う
内
容
で
し
た
が
、６
年
生

は
修
学
旅
行
で
被
災
地
を
訪
問
し
、そ
の
学
習
を
行
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
こ
の
日
の
内
容
も
理
解
で
き
た
様
子
。

　

「
地
震
が
な
ぜ
起
き
る
の
か
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
。
」「
今
ま

で
学
習
し
て
き
た
こ
と
以
上
に
新
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
よ

か
っ
た
。」な
ど
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
震
避
難
訓
練

八束小学校

14（水）6

避難は近くの出口から、靴も上履き、
とにかく早く!

地震は断層のすべりで起こります

▲口屋内沈下橋を題材にした「夢のかけはし」完成！

四万十市の子どもたちGood-bye 　平成22年8月から教育委員会事務局でALT（外国

語指導助手）として勤務した２名が帰国します。

東山小学校での授業 川登小学校の子どもたちと

あ
つ
き

　みなさんこんにちは、コリン・マッカイです。 
　２年前、私はスコットランドから日
本に来ましたが、今年の８月に私は中
村を出発します。 
　日本に来る前、私は高知県や四万十
市についてほとんど知りませんでした。
しかし、今はもっとここに住んでいた
いと思っています。
　私は多くの素晴らしい人々に会えて
とてもうれしいです。 みんながとても
優しい！ 
　ALTの仕事は、毎日がわくわくする
ような挑戦で楽しかったです。２５の
学校に行って、２５００人の生徒たち
を教えました。その全員を覚えています！ 
　私にとって四万十市の子どもたちを教えることは
とても楽しいことでした。あなたたちが私の教えた英
語を少しでも覚えていることを願っています！ 
　四万十市を離れると、いろんなことが恋しくなると
思います。食べ物や美しい風景、文化、宴会、雰囲気。し
かし、何よりも人を恋しくなると思います。 
　お世話になりました。さよなら！

　みなさんこんにちは、ガブリエル・プレンダーガストです。
　四万十市に住むようになって、約２年が経ちました。
この間、私は海に近い下田や八束から山間部の大用ま
での２５の小中学校と、幼稚園でも、ALTとして英語
を教えてきました。
　全部合わせると、私の生徒達は２５００人にもなり
ました！なので、生徒全員の名前を覚えることは無理
でした。残念！でも、みんなの顔はよく覚えています。
もうみんなに会えなくなるから、寂しくなります。
　思いもしなかったことですが、日本での生活は私に
変化をもたらしてくれました。
　高知県の美しさや高知の人たちの優しさを絶対に
わすれません。
　博士号を取ったとき、私はとても変わりました。こ
こでの２年間は、その時よりさらに大きな影響を私に
もたらしました。この一生に一度の経験は、私をもっ
と幸せにしてくれると感じています。
　科学者に戻る時間ですが、そんな日本での経験や思
い出を心の中に持って帰ります。
　皆さん、心から感謝しています。ありがとうござい
ました！

コリン・マッカイ
Colin Mckay

ガブリエル・プレンダーガスト
Gabrielle Prendergast
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注）特定健診（生活習慣病健診）は、40歳以上の国民健康保険に加入してる人で、受診票または受診券を送付している人および、40歳以上の協会けん
　 ぽ等に加入している被扶養者の人で、市に予約済みの人が対象です。
　 また、今年度から肝炎ウィルス検査を行います。過去に検査していない人が対象ですので希望する人は、受付時に申し込んでください。
    
※7月14日(土)までの計画については、広報四万十6月号に掲載しています。

【問い合わせ先】　（本庁）保健介護課  0(34)1115　（総合支所）保健課　0(52)1132  

7
17（火）

18（水）

19（木）

20（金）

24（火）

25（水）

26（木）

31（火）

1（水）

2（木）

3（金）

6（月）

7（火）

8（水）

9（木）

10（金）

該当地区

中村街

中村街

　

　

　

中村街

中村街

下田

　

　

　

　

中村街

　

 

時　　間

8:00 ～ 10:30

8:00 ～ 10:30

12:50 ～ 13:30

10:00 ～

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

12:50 ～ 13:30

9:30 ～ 10:30　13:30 ～ 14:30

11:00 ～

9:30 ～ 10:30　13:30 ～ 14:30

10:00 ～ 11:30

11:00 ～

受付13:30 ～

9:30～10:30　13:30～14:30

9:00 ～ 9:30

10:30 ～ 11:00

13:30 ～ 14:00

15:00 ～ 15:30

9:00 ～ 11:30　13:30 ～ 16:00

12:50 ～ 13:30

9:30 ～ 10:00

11:00 ～ 11:30

13:30 ～ 14:00

15:00 ～ 15:30

9:00 ～ 11:30　13:30 ～ 16:00

9:30 ～ 10:00

10:30 ～ 11:00

13:30 ～ 14:00

14:30 ～ 15:00

9:00 ～ 11:30　13:30 ～ 16:00

12:50 ～ 13:30

9:00 ～ 11:00

9:30 ～ 10:30　13:30 ～ 14:30

10:00 ～ 11:30

12:30 ～ 17:00

9:00 ～ 11:00

9:00 ～ 11:30　12:30 ～ 17:00

9:30 ～ 11:00　13:00 ～ 14:30

9:30 ～ 11:00

13:00 ～ 14:30

9:00 ～ 12:30

場　　　所

文化センター

文化センター

健康管理センター

玖木公民館

健康管理センター

健康管理センター

総合福祉センター

健康管理センター

文化センター

下家地集会所

中央公民館

具同体育センター

橘集会所

西土佐保健センター

竹島集会所

橘集会所

津野川集会所

津賀集会所

大宮下集会所

文化センター

健康管理センター

大宮上集会所

大宮中生活改善センター

須﨑集会所

薮ケ市集会所

文化センター

宮地集会所

奈路集会所

用井集会所

長生集会所

文化センター

健康管理センター

西土佐分署横

中央公民館

具同体育センター

四万十市立市民病院

ＪＡ高知はた西土佐支所

フジグラン四万十

健康管理センター

健康管理センター

健康管理センター

中村警察署

７
月

８
月

月　 日 事　　業　　名　

胃がん検診

胃がん検診

乳児健診

健康の集い

乳幼児（赤ちゃん）相談

ママタッチ教室

ぴよこクラブ（親子の集い）

1歳9ヵ月健診

特定健診（生活習慣病健診）　注

健康の集い（食事会セット）

特定健診（生活習慣病健診）　注

マム＆チルドレン

出張料理教室

乳児、1歳6ヶ月児、3歳児健診

特定健診（生活習慣病健診）　注

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

乳がん検診

乳児健診

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

乳がん検診

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

ひまわり健診報告会

乳がん検診

3歳児健診

定例健康相談

特定健診（生活習慣病健診）　注

マム＆チルドレン

献血

出張健康相談

献血

乳幼児（赤ちゃん）相談

ママタッチ教室

離乳食相談

献血
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　下記の人は、平成21年度より実施されている女性特有のがん検診（平成24年度からは、「がん検診推進事業」に事業名
変更）の対象者となっており、市が実施する子宮頸がん検診・乳がん検診を無料で受けられます。対象者には６月に「が
ん検診無料クーポン券」と「検診手帳」をお送りしていますので検診希望の人はお申し込みください。（クーポン券有効
期限は平成25年1月31日まで）

子宮頸がん検診対象者
平成３年４月２日～平成４年４月１日生の人
昭和61年４月２日～昭和62年４月１日生の人
昭和56年４月２日～昭和57年４月１日生の人
昭和51年４月２日～昭和52年４月１日生の人
昭和46年４月２日～昭和47年４月１日生の人

乳がん検診対象者
昭和46年４月２日～昭和47年４月１日生の人
昭和41年４月２日～昭和42年４月１日生の人
昭和36年４月２日～昭和37年４月１日生の人
昭和31年４月２日～昭和32年４月１日生の人
昭和26年４月２日～昭和27年４月１日生の人

※「がん検診無料クーポン券」は市の集団検診のほか下記医療機関等でも使用可能です。

子宮頸がん検診受診可能医療機関等（幡多郡内）

乳がん検診受診可能医療機関等（幡多郡内）

菊地産婦人科医院
山本産婦人科小児科

高知県総合保健協会幡多健診センター　☎0880（66）2800

☎（34）3351
☎（37）5566

高知県立幡多けんみん病院
高知県総合保健協会幡多健診センター

☎0880（66）2222
☎0880（66）2800

平成24年度 国民健康保険税を決定しました

～平成24年度国民健康保険税納税通知書は７月13日（金）に発送します～
　国民健康保険制度は、万が一の病気やケガのとき、安心して

医療を受けられるための助け合いの制度です。加入者皆さん

の納める国保税によって支えられています｡

　平成24年度の納期限は以下のとおりです｡

　納期内に忘れずに納めましょう。

●
国
保
税
の
軽
減
制
度

　

国
保
税
に
は
、
世
帯
主
お
よ

び
国
保
加
入
者
等
の
前
年
中
の

所
得
に
よ
り
、
均
等
割
額
と
平

等
割
額
に
つ
い
て
７
割
軽
減
・

５
割
軽
減
・
２
割
軽
減
の
軽
減

措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
所

得
の
申
告
が
必
要
で
す
。
必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
国
保
の
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

　

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
保
加
入

の
届
出
を
し
な
い
で
い
る
と
国

保
資
格
を
得
た
年
月
ま
で
遡
っ

て
国
保
税
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
く
他
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
場
合
も
、
国
保

脱
退
の
届
出
を
し
な
い
で
い
る

と
、
国
保
資
格
を
喪
失
し
て
い

な
い
ま
ま
と
な
り
、
国
保
税
の

計
算
が
正
し
く
行
え
ま
せ
ん
。

　

転
入
・
転
出
や
他
の
健
康
保

険
へ
の
加
入
・
脱
退
等
、国
保
資

格
に
異
動
の
あ
っ
た
と
き
は
、

必
ず
14
日
以
内
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
納
税
相
談
に
つ
い
て

　

病
気
ま
た
は
災
害
な
ど
特
別

な
事
情
に
よ
り
、
国
保
税
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
分
割
納

付
や
減
免
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

減
免
は
、
納
期
限
７
日
前
ま

で
の
申
請
が
必
要
で
す
。
早
め

に
納
税
相
談
に
お
い
で
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

〔
課
税
に
つ
い
て
〕

　

（
本
庁
）税
務
課 

市
民
税
係

　
　

☎（
3
4
）1
1
1
2

　

（
総
合
支
所
）税
務
係

　
　

☎（
5
2
）1
1
1
1

〔
納
税
に
つ
い
て
〕

　

（
本
庁
）
税
務
課 

収
納
係
　

  

　
　

☎（
3
5
）5
5
5
2

　

（
総
合
支
所
）税
務
係

　
　

☎（
5
2
）1
1
1
1

〔
資
格
に
つ
い
て
〕

　

（
本
庁
）市
民
課 

国
保
係 

　

　
　

☎（
3
4
）1
1
1
4

　

（
総
合
支
所
）

　

  

市
民
課

　

  

西
土
佐
市
民
国
保
分
室

　
　

☎（
5
2
）1
1
1
1

第１期

7月31日

第２期

8月31日

第３期

10月１日

第４期

10月31日

第５期

11月30日

第６期

12月25日

第７期

1月31日

第８期

2月28日
年金支給月

普通徴収 特別徴収

税務課
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☆
保
険
料
の
計
算
方
法

　

保
険
料
は
一
律
に
負
担
し
て
い
た
だ
く「
均
等

割
額
」
と
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
し
て
い
た
だ
く

「
所
得
割
額
」を
合
計
し
て
被
保
険
者
個
人
ご
と
に

算
出
し
ま
す
。

年
間
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝

均
等
割
額
　

５
万
１
，７
９
３
円

+

所
得
割
額

（
総
所
得
金
額
等－

33
万
円
）×

10
・
35
％

○
総
所
得
金
額
等
と
は
総
所
得
金
額（
公
的
年
金

　

等
控
除
な
ど
を
差
し
引
い
た
額
）と
山
林
所
得
、

　

土
地
建
物
の
譲
渡
所
得
等
の
分
離
課
税
所
得
の

　

合
計
で
す
。

○
所
得
の
低
い
人
や
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

　

あ
っ
た
人
に
対
す
る
軽
減
措
置
は
、引
き
続
き

　

実
施
さ
れ
ま
す
。

○
一
人
当
た
り
の
保
険
料
の
上
限
は
55
万
円
で
す
。

☆
保
険
料
の
納
付

【
特
別
徴
収
】(

年
金
天
引
き)

　

原
則
と
し
て
、年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
受
給

者
は
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、介
護

保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額
が
、年
金
額
の
１

／
２
を
超
え
る
場
合
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

【
普
通
徴
収
】

　

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
人
は
、納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り
市
へ
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◎
納
付
方
法
を「
年
金
天
引
き
」か
ら「
口
座
振
替
」

　

に
変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。口
座
振
替
に

　

変
更
す
る
場
合
は
、事
前
に
申
請
手
続
き
が
必

　

要
で
す
。手
続
き
の
時
期
に
よ
り
、年
金
天
引
き

　

を
中
止
す
る
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

☆
保
険
料
の
減
免

　

災
害
や
病
気
ま
た
は
失
業
等
で
生
活
が
著
し
く

困
窮
す
る
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き
は
、申
請
に
よ
り
保
険
料
が
減
免

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。納
期
限
７
日
前
ま
で

に
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

●
保
険
証
の
更
新

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
が

医
療
機
関
の
窓
口
で
負
担
す
る
割
合（
１
割
ま
た

は
３
割
）に
つ
い
て
は
、毎
年
前
年
中
の
所
得
に
よ

り
、再
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
使
わ
れ
て
い
る
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、

７
月
31
日
で
す
。８
月
１
日
か
ら
使
え
る
新
し
い

保
険
証
は
、７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

国
保
係

　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
１
４

　

（
総
合
支
所
）市
民
課 

西
土
佐
市
民
国
保
分
室 

　
　
　
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
１
１
　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

決
定
通
知
書
は
７
月
13
日（
金
）発
送
予
定
で
す

《介護保険負担限度額認定証について》
～介護保険施設入所時の食事代と居住費の減額制度～

　介護保険制度では、施設サービスや短期入所サービスを利用する際、施設サービス費の１割に加え、食費、居住費、日

常生活費が自己負担となっています。

　低所得の方の施設利用が困難とならないように、下表のとおり1日あたりの食費、居住費の負担限度額が定められて

います。この負担限度額の認定には申請が必要です。

区分 食費

居住費

多床室
（相部屋）

従来型個室 ユニット型
準個室

ユニット型
個室①特養等 ②老健・療養等

第１段階
・世帯全員が市民税非課税で老齢
福祉年金受給者

・生活保護受給者等
300円 0円 320円 490円 490円 820円

第２段階
世帯全員が市民税非課税で合計
所得金額及び課税年金収入額が
80万円以下の方

390円 320円 420円 490円 490円 820円

第３段階
世帯全員が市民税非課税で第2段
階以外の方

650円 320円 820円 1,310 円 1,310 円 1,310 円

第４段階 上記の区分に該当していない方 施設との契約

①は特別養護老人ホームの場合、②は老人保健施設、介護療養型医療施設の場合。

■申請受付　7月2日（月）～
■有効期間　申請月の初日～平成25年6月30日（開始日は申請月の初日までさかのぼります）
■申請に必要なもの　介護保険被保険者証、被保険者の印鑑

※６月時点で介護保険施設に入所している人は、施設で取りまとめて申請している場合があります。この場合は再度申請

する必要はありません。

（施設より案内がなかった場合または手続きがまだの場合は申請してください）

【問い合わせ・受付先】（本庁）保健介護課 長寿介護係 ☎（34）1165　　（総合支所）保健課 保健係 ☎（52）1132
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《国民健康保険・後期高齢者医療制度》

～窓口負担と入院時の食事代の減額制度について ～
《国民健康保険・後期高齢者医療制度》

～窓口負担と入院時の食事代の減額制度について ～
《国民健康保険・後期高齢者医療制度》

～窓口負担と入院時の食事代の減額制度について ～
【７０歳未満の人】　
○住民税非課税世帯の人は窓口負担と入院時の食事代、住民税課税世帯の人は窓口負担のみ減額を受けられます。

【７０歳以上の人】（後期高齢者医療加入者含む）
○住民税非課税世帯の人は、窓口負担と入院時の食事代の減額を受けられます。
○住民税課税世帯の人は、入院時の食事代の減額は受けられませんが、手続きなしで窓口負担は減額されます。

※2　単身世帯で年金収入80万円以下の世帯等
※3　入院医療の必要性の高い人は、一般病床に入院時の取り扱いとなる場合があります。
◆認定証の交付を受け、医療機関の窓口で提示しないと減額の適用は受けられません｡

◆7月31日までの認定証の交付を受けている人の手続きについて
　（国保加入者）8月1日以降も引き続き減額の適用を受けるためには、再度申請が必要です｡

　（後期高齢者医療加入者）申請は不要です。8月1日以降も引き続き減額の対象となる人には、７月下旬に認定証を送付します。

　　
○受付窓口・問い合わせ先

 （本　　庁）市民課 国保係　　　　      　☎（３４）１１１４
　　　　　　　　　　　（総合支所）市民課 西土佐市民国保分室　☎（５２）１１１１

※1　過去１年間の入院日数が90日を超え、長期認定を受けた場合

◆ 手続きの方法など　申請受付：7月17日（火）～

Ａ
　
　
　

 

Ｂ
　
　

 

　

 

Ｃ

Ａ
　
　

    

Ｂ
　

   

　

  
Ｃ

区    　　分

上位所得者

一　　　　般

（住民税課税世帯）

住民税非課税世帯

（世帯全員が非課税）

区    　　分

住民税課税世帯

住民税非課税世帯（区分Ⅱ）

申請に必要なもの その他注意点

療養病床に入院時の食事代および居住費　※3
一般病床に入院

時の食事代

1食 260円

（減額なし）

1食 210円

1食 160円 ※1

1食 100円

入院時生活療養Ⅰを算定する

保険医療機関に入院の場合

入院時生活療養Ⅱを算定する

保険医療機関に入院の場合

（食事代）1食 460円

（居住費）1日 320円

（食事代）1食 420円

（居住費）1日 320円

1ヶ月の自己負担限度額

〔　〕内は4回目以降

150,000円＋（総医療費－

500,000円）×1％

〔 83,400円 〕

80,100円＋（総医療費－

267,000円）×1％

〔 44,400円 〕

35,400円

〔 24,600円 〕

一般病床に入院

時の食事代

1食 260円

（減額なし）

1食 260円

（減額なし）

1食 210円

1食 160円 ※1

減額の適用に必要な

認定証の種類

限度額適用認定証

限度額適用認定証

および

標準負担額減額認定証

住民税非課税
世帯（区分Ⅰ）

※2

下記以外

老齢福祉
年金受給者

（食事代）1食 210円

（居住費）1日 320円

（食事代）1食 130円

（居住費）1日 320円

（食事代）1食 100円

（居住費）1日   0円

○保険証・印鑑・交付済の認定証（更新の人）

○90日を超える入院期間のわかる領収書や証明書

　など（該当している人のみ）

平成23年中の所得を申告していない人は、申請す

る前に（本庁・総合支所）税務課などで申告をする

必要があります｡
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●
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
　

　

計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
市
内
の
65
歳
以
上
の
人
を
対

象
と
し
た
高
齢
者
福
祉
全
般
に
わ
た
る
総

合
的
施
策
の
推
進
と
介
護
保
険
事
業
に
係

る
保
険
給
付
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
も
の

と
し
て
、「
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
５
期
介

護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
24
年
度
〜
26
年

度
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
３
年
ご
と
に
見
直
し
を

行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
計
画

で
は
、
多
く
の
高
齢
者
の
願
い
で
あ
る
「
い

つ
ま
で
も
元
気
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て

い
く
こ
と
。
ま
た
、
も
し
も
要
介
護
状
態
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
可
能
な
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
継
続
し
て
生
活
が
で
き
る

こ
と
」を
主
眼
と
し
て
、

①
健
康
・
福
祉
推
進
事
業
で
行
う
、
健
康
づ

く
り
や
、
筋
力
体
操
、
口
腔
ケ
ア
な
ど
の

介
護
予
防
の
推
進
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
構
築
や
退
院
後
の
看
護
と
介
護

の
情
報
の
共
有
等
に
よ
る
「
保
健
・
医

療
・
福
祉
と
の
連
携
の
強
化
」

②
定
期
巡
回
訪
問
と
24
時
間
の
随
時
の
対

応
を
行
う
新
し
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
や

「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」
の
増
設
な
ど
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

体
系
を
確
立

③
増
加
傾
向
に
あ
る
認
知
症
高
齢
者
が
共

同
で
介
護
を
受
け
な
が
ら
生
活
す
る

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
な
ど
の
地
域
密
着

型
の
施
設
整
備

な
ど
、
ニ
ー
ズ
や
状
態
の
変
化
に
応
じ
た

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
等
を
目
指
す
も

の
と
し
て
い
ま
す
。

●
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
が
変

　

わ
り
ま
す 

　

平
成
24
年
度
か
ら
の
３
年
間
の
介
護
保

険
事
業
は
新
し
い
事
業
計
画
を
基
に
し
て

運
営
さ
れ
ま
す
。
そ
の
事
業
計
画
で
は
、
介

護
保
険
制
度
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量

や
、
そ
の
費
用
が
ど
れ
く
ら
い
必
要
か
を

算
定
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
四
万
十
市
の
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
に
か

か
る
費
用
の
総

額（
利
用
者
負
担

を
除
く
）の
う
ち

65
歳
以
上
の
人

の

負

担

分

（
21
％
）
に
応
じ

て
決
定
し
ま
す
。

●
保
険
料
段
階
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
24
年
度
か
ら
は
保
険
料
段
階
が
７

段
階
・
特
例
１
段
階
か
ら
７
段
階
・
特
例
２

段
階
に
変
わ
り
ま
す
。

（
第
４
段
階
に
お
い
て
実
施
し
て
い
た
特

例
段
階
を
第
３
段
階
に
も
新
た
に
設
け
ま

し
た
の
で
実
質
９
段
階
に
な
り
ま
す
）

　

こ
れ
に
よ
り
、
低
所
得
者
の
か
た
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
所
得
段
階
が
よ

り
き
め
細
か
い
設
定
に
な
り
ま
し
た
。（
下

表
参
照
）

※「高齢者福祉計画・第５期介護保険事業計画（平成24年度～26年度）」については市公式ホームページに掲載しています。

【問い合わせ先】（本庁）保健介護課 長寿介護係 ☎（34）1165　　（総合支所）保健課 保健係 ☎（52）1132

本市の介護保険の財源

基準額(年額)の比較

第４期介護保険料

47,300円

第５期介護保険料

56,600円

第４期（平成21年度～平成23年度）の
旧介護保険料

第５期（平成24年度～平成26年度）の
新介護保険料

対象者

第１段階
生活保護受給者および老齢福祉
年金受給者で、本人および世帯員
全員が市民税非課税の人

23,600円
(基準額×0.5)

第２段階

本人および世帯員全員が市民税
非課税で、前年の課税年金収入
額と合計所得金額の合計が80万
円以下の人

23,600円
(基準額×0.5)

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

特例
段階

特例
段階

本人および世帯員全員が市民税
非課税で、第２段階に該当しな
い人

世帯員の誰かに市民税が課税され
ているが、本人は市民税非課税で、
前年の課税年金収入額と合計所得
金額の合計が80万円以下の人

世帯の誰かに市民税が課税されて
いるが、本人は市民税非課税で前
年の課税年金収入額と合計所得金
額の合計が80万円を超える人

本人が市民税課税で、前年の合
計所得金額が125万円未満の人

本人が市民税課税で、前年の合計所得
金額が125万円以上200万円未満の人

本人が市民税課税で、前年の合計
合計所得金額が200万円以上の人

35,400円
(基準額×0.75)

41,600円
(基準額×0.88)

47,300円
(基準額)

53,400円
(基準額×1.13)
59,100円

(基準額×1.25)

70,900円
(基準額×1.5)

所得段階
年　額

（保険料率） 対象者

第１段階 同　　左

同　　左

本人および世帯員全員が市民税
非課税で本人の前年の課税年金
収入額と合計所得金額の合計が
120万円を超える人

同　　左

同　　左

同　　左

28,300円
(基準額×0.5)

第２段階
28,300円
(基準額×0.5)

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

特例
段階

本人および世帯員全員が市民税非課税
で本人の前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が120万円以下の人

本人が市民税課税で、前年の合計所得
金額が125万円以上190万円未満の人

本人が市民税課税で、前年の合計所
得金額が190万円以上の人

35,700円
(基準額×0.63)

42,500円
(基準額×0.75)

49,800円
(基準額×0.88)

56,600円
(基準額)

64,000円
(基準額×1.13)
70,800円

(基準額×1.25)

84,900円
(基準額×1.5)

所得段階
年　額

（保険料率）

平成24年度～平成26年度

国の負担金
25％

県の負担金
12.5％

市の負担金
12.5％

第2号保険料
29％

第1号保険料
21％ 国の負担金

25％

県の負担金
12.5％

市の負担金
12.5％

第2号保険料
29％

第1号保険料
21％

保健介護課からのお知らせ
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

子
ど
も
対
象
の

　
　

講
座
を
初
開
催

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

子
ど
も
対
象
の

　
　

講
座
を
初
開
催

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

子
ど
も
対
象
の

　
　

講
座
を
初
開
催

　

本
市
で
は
、認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、認
知
症
の
理

解
の
輪
を
広
げ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
が
あ
り
ま
す
。

　

６
月
５
日（
火
）、川
登
小
学
校
で
児
童
を

対
象
に
し
た
講
座
を
行
い
、地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
く
ろ

し
お
、幡
多
福
祉
保
健
所
の
各
職
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
話
の
ほ
か
、紙
芝
居

や
寸
劇
を
通
し
て
、認
知
症
の
人
は
も
ち
ろ

ん
、お
年
寄
り
や
自
分
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
を
思
い
や
る
気
持
ち
や
笑
顔

の
大
切
さ
な
ど
、た
く
さ
ん
の
こ
と
を
共
に

学
び
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、後
日
、デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
来
て
い
る
利
用
者
さ
ん

と
の
交
流
の
場
も
設
け
て
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し

た
講
座
は
今
回
が
初
め
て
で

し
た
が
、
今
後
も
順
次
開
催

で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま

す
。

子
ど
も
た
ち
の
感
想

■
ド
キ
ド
キ
し
て
い
た
け
ど
、「
や
っ
ぱ
り
え
が
お
は

え
え
ね
。」と
い
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。か

え
っ
て
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
お
し
え
ち
ゃ

り
ま
す
。

伊
藤 

悠
輝
く
ん（
２
年
）

■
ぼ
く
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。そ

れ
は
こ
え
を
大
き
く
だ
し
て
や
さ
し
く
声
を
か
け
る

こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。そ
れ
に
ほ
ん
と
う
の
ぼ
く
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
、え
が
お
で
い
っ
て
あ
げ
て
い
な

か
っ
た
の
で
そ
こ
も
べ
ん
強
に
な
り
ま
し
た
。

佐
竹 

将
英
く
ん（
３
年
）

■
お
と
し
よ
り
の
人
に
こ
れ
か
ら
や
さ
し
く
目
を
見

て
話
し
た
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
今
日
、
勉
強
し
た

こ
と
は
、
や
く
に
た
つ
と
思
い
ま
す
。
認
知
症
の
人
は

い
ろ
い
ろ
忘
れ
て
し
ま
う
け
ど
、ち
ゃ
ん
と
言
っ
て
あ

げ
る
と
、
分
か
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
げ
き

を
し
て
、
ち
ょ
っ
と
は
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。

森
島 

優
香
さ
ん（
５
年
）

おばあちゃんに話しかけてみよう！

自分だったらどう声をかけてあげるかな？

四万十市認知症の人と家族の会「たんぽぽの会」
■場　所　市民病院 健康管理センター■日　時　７月25日（水）　13時30分～15時30分

・家族の人だけでも、認知症の人と一緒でもかまいません。

・四万十市地域包括支援センターの職員も参加します。

・薬剤師さんの参加もあります。お薬のことの相談もできますよ。

【問い合わせ先】
「たんぽぽの会」事務局：松岡時規子　☎（34）4528
（市）地域包括支援センター　　　　 ☎（34）0170

　日常の暮らしの中で、認知症の始まりではないかと思われる言動を、「家族の会」の会員の経験からま
とめたものです。医学的な判断基準ではありませんが、暮らしの中での目安として参考にしてください。

物忘れがひどい
□今切ったばかりなのに、電話の相手の名前を忘れる

□同じことを何度も言う、問う、する

□しまい忘れ、置き忘れが増え、いつも探し物をしている

□財布・通帳・衣類などを盗まれたと人に言う

判断力・理解力が衰える
□料理・片づけ・計算・運転などのミスが多くなった

□新しいことが覚えられない

□話のつじつまがあわない

□テレビ番組の内容が理解できなくなった

時間・場所がわからない
□約束の日時を間違えるようになった

□慣れた道でも迷うことがある

人柄が変わる
□些細なことで怒りっぽくなった

□周りへの気づかいがなくなり頑固になった

□自分の失敗を人のせいにする

□「このごろ様子がおかしい」と周囲から言われた

不安感が強い
□一人になると不安がったりさびしがったりする

□外出時持ち物を何度も確かめる

□「頭が変になった」と本人が訴える

意欲がなくなる
□下着を替えず身だしなみを構わなくなった

□趣味や好きなテレビ番組に興味を示さなくなった

□ふさぎこんで何をするのも億劫がり、いやがる

家族がつくった 認知症早期発見のめやす
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申
請
免
除
制
度
と
は
…

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
、
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
る

と
、保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

申
請
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料
の
全
額
が
免

除
さ
れ
る
「
全
額
免
除
」
と
、
保
険
料
の
一
部
を

納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
残
り
の
保
険
料
が
免
除

と
な
る「
一
部
免
除（
一
部
納
付
）」制
度
が
あ
り

ま
す
。

一
部
免
除（
一
部
納
付
）保
険
料（
月
額
）

○
４
分
の
１
納
付

：

３
７
５
０
円

○
２
分
の
１
納
付

：

７
４
９
０
円

○
４
分
の
３
納
付

：

１
１
２
４
０
円

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
全
額
免
除
ま
た
は
一
部

免
除（
一
部
納
付
）が
承
認
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
（
失
業
）
を
理
由
と
し
た
特
例
免

除
制
度
も
あ
り
ま
す
。特
例
免
除
は
、申
請
す
る

年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
退
職（
失
業
）の

事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と
な
り
、
失
業
さ
れ

た
方
の
所
得
を
除
外
し
て
免
除
の
審
査
を
行
い

ま
す
。若

年
者
納
付
猶
予
制
度
と
は
…

　

30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
申
請

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
、保
険
料
の
後
払
い
が
で
き
る
制
度
で
す
。

●
申
請
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
の
申

　

請
お
よ
び
承
認
期
間

　

 

７
月
か
ら
翌
年
６
月

※
申
請
日
に
か
か
わ
ら
ず
、
７
月
か
ら
翌
年
６

　

月
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
し
ま
す

　

が
、
で
き
る
限
り
７
月
に
申
請
す
る
よ
う
お

　

願
い
し
ま
す
。

　

不
慮
の
事
故
や
病
気
が
発
生
し
て
か
ら
申
請

を
行
っ
て
も
、
障
害
や
遺
族
と
い
っ
た
年
金
の

受
給
資
格
要
件
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る

も
の（
納
付
書
な
ど
）

②
認
め
印（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

③
失
業
な
ど
を
理
由
と
す
る
と
き
は
、
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離

職
票
な
ど
の
写
し

●
承
認
を
受
け
た
期
間
は
…

  

全
額
免
除
・
一
部
免
除
（
一
部
納
付
）
や
納
付

猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
未
納
期
間
と

は
違
い
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
一
部
免
除
（
一
部
納
付
）
は
、
決
め

ら
れ
た
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未
納
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
の
金
額
を
計
算
す
る

と
き
に
は
、
下
図
の
と
お
り
減
額
ま
た
は
反
映

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、10
年
以
内（
平
成
24
年
４
月
分

は
平
成
34
年
４
月
ま
で
）で
あ
れ
ば
、あ

と
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と（
追
納
）

が
で
き
ま
す
の
で
、
年
金
額
を
満
額
に

近
づ
け
る
た
め
に
も
、
余
裕
が
で
き
た

と
き
に
追
納
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。た
だ
し
、承
認
を
受
け
た
期
間
の

翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以

降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
当

時
の
保
険
料
に
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

　

 

申
請
手
続
き
は
、下
記
申
請
先
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
７
月
分
か
ら

の
申
請
免
除
等
の
受
付

が
始
ま
り
ま
し
た
！

★免除の対象となる所得のめやす（平成24年度）　 

《審査は、本人・配偶者・世帯主の前年の所得で行います》 

※「4人世帯」、「2人世帯」のご夫婦は、夫か妻のどちらかのみ

に所得がある世帯の場合、「4人世帯」のお子さんは16歳未

満の場合のめやすです。 

※地方税法において16歳未満の扶養親族の扶養控除および16

歳以上19歳未満の特定扶養親族控除が廃止されましたが、

国民年金制度においては「国民年金保険料の免除基準」「障

害基礎年金等の所得制限」について影響が出ないよう16歳

未満の扶養親族および16歳以上19歳未満の扶養親族につい

てこれまでと同じように基準額に計上することとなりまし

た。 

　　　税制改正 

●扶養控除廃止　0円 

●16歳から19歳未満 

 （特定廃止） 

　63万円⇒38万円 

●19歳から23歳未満 

　63万円のまま 

16歳未満 

16歳から 

23歳未満 

 

　　　免除基準 

●扶養控除　38万円 

 

 ●特定扶養控除 

　63万円 

　　　　　　　　年　　金　　額 

                        全　　　　　額 

                                  7/8（5/6）

                           6/8（2/3）

                                           5/8（1/2）

                                                  1/2（1/3）

年金額には反映されません。 

年金額には反映されません。受給資格にも算入されません。 

※（　）内は平成21年３月分までの割合です。

年
金
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

世帯構成

4人世帯

（夫婦・子2人）

3人世帯

（夫婦のみ）

単身世帯

全額免除

162万円

92万円

57万円

3/4免除

230万円

142万円

93万円

一部免除

半額免除

282万円

195万円

141万円

1/4免除

335万円

247万円

189万円

保険料納付

４分の３納付

２分の１納付

４分の１納付

全額免除

若年者納付猶予

未納

日本年金機構幡多年金事務所　（本庁）市民課 市民係　　（総合支所）西土佐市民国保分室問い合わせ・申請先
　（34）1616 　（34）1113 　（52）1111
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四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”
　　親子ふれあい活動　1・2・3歳児対象

ぽっぽでティータイム

お母さんも子どもたちもおしゃべりしながらおやつタイ

ム・・楽しいひと時を過ごしましょう。栄養士さんの作ってく

れる保育所の手作りおやつをいただきます。

※ 「ぽっぽでティータイム」はグループを超えた活動です。

どちらか希望の日に参加してください。

※ 当日のみの参加の方はご遠慮ください。
７月２３日（月）、２４日（火） 9：30～11：30
子育て支援センター

みんなでプールとティータイム

①②③グループみんな一緒にプール遊び。アヒルさんになっ

たり手作りのバケツでお友達と水遊びを楽しもう♪お水が

散っても大丈夫かな？おやつを持ってきてね。

※「みんなでプール」はグループを超えた活動です。どちらか

　希望の日に参加してください。
８月7日（火）、9日（木） 9：30～11：30
子育て支援センター

　　その他の活動

ぴよちゃんクラブ①②　

〔水あそび〕

お母さんと一緒に水あそび。プールにお魚を浮かべて遊ぼう！
①②８月２日（木） 9:30～11:30
子育て支援センター

お誕生会

７月生まれのお友だちのお誕生日をみんなでお祝いしようね。

［1,2,3歳児］　　　　　

［ぴよちゃんクラブ］

※新たに参加を希望される人は、準備などの都合があります

ので、あらかじめご連絡ください。（活動内容によっては、

ご遠慮をお願いする場合もあります）①など番号が付いて

いる活動は、各日程ごとにグループに分かれます。

育児相談　相談日／月～金曜日　
9:30～11：30、13:30～16:30
　子育てについて思っていること、悩んでいること等気
軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所して
の相談にも応じます。　　
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない場合が
あります。
※家庭相談員による育児相談も行っています。
（毎月第３木曜日　9：30～11：30）

時

場

時

場

時

場

時

場

保 育 所 名
愛 育 園
もみじ保育所
具 同 保 育 所
あおぎ保育所

八 束 保 育 所

東中筋保育所

　月日
8月 9日
7月20日
8月10日
8月 7日
7月25日
8月 6日
7月18日

木
金
金
火
水
月
水

時　間
9：30～10：30
10：00～11：00
9：30～10：30
9：30～10：30

9：30～10：30

9：30～11：00

駐車場
なし
なし

数台分有
数台分有

数台分有

数台分有

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　0（３５）３７４８

～管理栄養士からのメッセージ～

　夏野菜には夏に不足しがちなビタミンＢ1・Ａ・Ｃが豊富に

含まれています。旬のお野菜は価格が安いだけでなく、おい

しさ・栄養価とともにアップします。またカレーなど香辛料

を使うと食欲増進できますよ。夏の野菜で、夏バテ予防をし

ましょう。

　今回ご紹介した野菜以外にもトマトやとうもろこし、ピー

マン、黄パプリカ、枝豆、いんげん、ゴーヤなどお好みに合わ

せてアレンジしてみてください。

今が旬の夏野
菜をたっぷり

使ったカレーをご紹介しま
す。いつものカレーに夏野菜
を加えることで、見た目にも
栄養にもうれしい夏野菜カ
レーのできあがりです。

栄養成分（1人分）
エネルギー：3 7 0 k c a l
たんぱく質：1 1 . 9 g
脂　　   質：1 7 . 9 g
ビタミンＣ：5 4 m g
食塩相当量：3 . 7 g

健康づくり編

夏バテ予防

じゃがいも ……小２個
たまねぎ …………１個
にんじん ………1／ 2個
かぼちゃ ………1／ 4個
なす ………………１本
パプリカ …………１個

オクラ ……………８本
豚ひき肉 …………200g
カレールウ ……1／ 2個
水 …………………800ml
油 ………………大さじ１

作
り
方

①かぼちゃ 1/3量、なす、パプリカ1/2
量を飾り用に細長く切る。残りの量
とじゃがいも、玉ねぎ、にんじんは
食べやすい大きさに切る。

②オクラは塩もみし、下茹でして半分
に切る。

③鍋に油を熱し、ひき肉を炒め、Ａの
野菜（飾り用の野菜を除いて）を炒
めます。

④水・オクラ（飾り用を除いて）を加え
て、野菜が柔らかくなるまで煮る。

⑤飾り用の野菜は、レンジで約１分加
熱し、フライパンで両面に少し焼き
目がつく位焼く。

⑥④の鍋にカレールウを加えて溶か
す

⑦あとはお皿に盛り付ければ完成！

夏野菜カレー（所要時間：約45分）

７月19日（木）
9：30～11：30

４月から市民病院に勤
務になりました。生活
習慣病の予防など健康
づくりをテーマにした
レシピを紹介していき
ますので、よろしくお
願いします。

市民病院 管理栄養士 乾優衣

材料（4～5人前）材料（4～5人前）

AA

子育て支援センター

平
成
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年
7
月
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お出かけや出張に大変便利です。ぜひご利用ください。土佐くろしお鉄道 お得な切符のご案内
種　類 座　席 有効期間 料　金 特　典

※駅長推薦あじな散歩道：上記のコースは一例です。この他にも高知市内の一流ホテルのお食事をセットにしたものや、四国内と
岡山のホテル等のお食事付のコースを格安の往復切符でお楽しみいただけます。
　くわしくは、宿毛駅や中村駅のパンフレットをご覧ください。　有効期間：平成25年3月31日まで

※高松や岡山の往復券等をお求めの場合は、高知までの切符と高知からの往復券や回数券をご利用頂くことで、お安くご旅行が
出来ます。この他にも各種割引切符がございます。駅係員にお問い合わせください。

往復券
（駅長推薦あじな散歩道利用)

自由席 2日間

中村⇔高知　5,960円

中村⇔土佐山田　5,490円

中村⇔高松　8,960円

ひろめ市場商品券2,000円付

駅からのバス往復券＋
アンパンマンミュージアム入場券付

往復券
自由席 4日間

中村⇔高知･後免　7,000円
（通常  8,040円） 往復で 1,040円もお得

4枚回数券 自由席 3ヶ月
中村⇔高知･後免　13,600円
（通常  16,080円） 2往復で2,480円もお得

10枚回数券 自由席 3ヶ月
中村⇔高知･後免　29,500円
（通常　40,200円） 5往復で10,700円もお得

2枚回数券 指定席 3ヶ月 高知⇔高松間　6,200円

4枚回数券

自由席 3ヶ月 高知⇔岡山間　12,000円

自由席 高知⇔高松間　11,600円

指定席
6ヶ月

 高知⇔高松間　12,000円

指定席 4日間
中村⇔高知･後免　7,800円
（通常  9,460円）

往復券
（ふりーきっぷ）

4日間 中村⇔阪神地区　21,500円

土･日･祝日等がご利用開始日の時発売します。

指定席

2日間 中村⇔阪神地区　20,500円

往復で 1,660円もお得

往復券
6日間 高知⇔岡山間　6,900円

指定席
2日間 高知⇔岡山間　6,300円 土･日･祝日等がご利用開始日の時発売します。

JRホテルクレメント高松ランチビュッフェ付
（事前予約、11:30～14:30）

一
般
書

7 （501冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

あなたが愛した記憶

クローバー・レイン

最強！涼野菜レシピ

佐助を討て

光

ブラッドベリ、自作を語る

ブルックリン

名医が語る最新・最良の治療大腸がん

誉田　哲也

大崎　梢

幸井　俊高

犬飼　六岐

道尾　秀介

レイ・ブラッドベリ

コルム・トビーン

山口　茂樹

おばけのコックさん

オリンピックヒーローたちの物語

こおり

こぶたのレーズン

１２月の夏休み

たなばたセブン

モーディとくま

ルルとララのしらたまデザート

西平　あかね

大野　益弘

前野　紀一

バーリント・アーグネシュ

川端　裕人

ふくだ　いわお

フレヤ・ブラックウッド

あんびる　やすこ

★
他
の
図
書
館
の
本
も
借
り
ら
れ
る
？

　

パ
ソ
コ
ン
で
図
書
館
に
あ
る
本
が
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
便

利
な
反
面
、「
あ
あ
っ
。な
い
！
」と
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

高
知
県
立
図
書
館
や
四
国
内
の
県
立
図
書
館
の
本
を
送
っ
て
も
ら
え

る
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て
い
ま
す
。費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。県
内
な
ら

１
週
間
ほ
ど
で
本
が
届
き
ま
す
。市
立
図
書
館
で
借
り
て
返
せ
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
カ
ン
タ
ン
。用
紙
に
書
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。ご
利
用

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
新
刊
な
ど
は
購
入
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00

【問い合わせ先】土佐くろしお鉄道　中村駅 0（35）4961 

7
平成24年

J u l y

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

7
月

９
日（
月
）
　

定
　

休
　

日

１６
日（
月
）
　

定
　

休
　

日

２３
日（
月
）
　

定
　

休
　

日

２７
日（
金
）
　

館
内
整
理
日

３０
日（
月
）
　

定
　

休
　

日

８
月
　
　
　
　

６
日（
月
）
　

定
　

休
　

日

１３
日（
月
）
　

定
　

休
　

日

平
成
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高
知
大
学
で
は
、人
材
養
成
講
座「
土
佐

Ｆ
Ｂ
Ｃ（
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ク
リ
エ
ー
タ

ー
）人
材
創
出
」の
幡
多
地
区
特
別
講
義
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、平
成
20
年
度
か
ら
高
知
大

学
農
学
部
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、大
学
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
食
品
産

業
の
中
核
人
材
の
育
成
を
行
な
う
こ
と
に

よ
り
、地
域
再
生
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。
　

　

農
水
産
業
お
よ
び
食
品
加
工
産
業
に
携

わ
る
人
々
、Ｊ
Ａ
や
自
治
体
職
員
等
、幅
広

い
皆
さ
ま
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

７
月
17
日（
火
）

７
月
21
日
〜
９
月
30
日
ま
で
の

土
・
日
曜
日（
全
14
回
）

市
立
中
央
公
民
館 

無
料 

【
応
募
書
類
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
】 

〒
７
８
３
‐
８
５
０
２

高
知
県
南
国
市
物
部
乙
２
０
０

高
知
大
学 

物
部
キ
ャ
ン
パ
ス

　

土
佐
Ｆ
Ｂ
Ｃ
人
材
創
出
拠
点

　

（
担
当

：

浜
口
）

0
０
８
８（
８
６
４
）５
１
５
８
、５
１
３
８

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
８（
８
６
４
）５
２
０
９

E
-m
a
il

：to
s
a
-fb
c
@
k
o
c
h
i-u
.a
c
.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ckkc.kochi-u.a

c.jp/̃
ckkc0

0

0
1
/tosa

fbc/

「
食

品

産

業
」の

担

い

手

育

成

講

座

土
佐
Ｆ
Ｂ
Ｃ
幡
多
教
室

募
集
締
切

受
講
期
間

受
講
場
所

受

講

料

　
日 程

　

7月 2 1 日 ( 土 )
2 2 日 ( 日 )

8 月 5 日 ( 日 )
8 月 1 8 日 ( 土 )

1 9 日 ( 日 )
8 月 2 5 日 ( 土 )

2 6 日 ( 日 )
9 月 1 日 ( 土 )

2 日 ( 日 )

9 月 8 日 ( 土 )

9 月 1 5 日 ( 土 )
1 6 日 ( 日 )

9 月 2 9 日 ( 土 )
3 0 日 ( 日 )

9 月 3 0 日 ( 日 )

9:00
～10:30

○

○

○

○

○

○

10:45
～12:15

○

○

○

○

○

13:00
～14:30
○

○
○

○

○

○

○

14:45
～16:15
○

○
○

○

○

○

○

○

16:30
～18:00
○

○
○

○

○

○

○

　
講　　師　

受 田 浩 之 氏

伊 藤 慶 明 氏

中 島 和 代 氏

受 田 浩 之 氏

藤 井 建 夫 氏

高 橋 　誠 氏
宮 中 　仁 氏

小 松 弘 明 氏

沢 村 正 義 氏

樋 口 慶 郎 氏

　
科 目 名

　

食 品 化 学

水 産 加 工 学

マーケティングⅠ

食 品 機 能 学

食 品 衛 生 学

マーケティングⅡ

人 材 管 理

食 品 加 工 学

食 品 分 析 学

■授業スケジュール

　

平
成
23
年
度
の
ご
み
総
排
出
量
は
、１

２
７
２
４
ト
ン
で
、平
成
22
年
度
と
比
べ

１
１
４
ト
ン
減
少
し
ま
し
た
。普
通
ご
み

は
30
ト
ン
減
少
、
粗
大
ご
み
は
25
ト
ン
減

少
し
ま
し
た
が
、資
源
ご
み
に
つ
い
て
も

59
ト
ン
減
少
し
た
た
め
リ
サ
イ
ク
ル
率

は
0.3
ポ
イ
ン
ト
減
の
10
・
２
％
と
な
り
ま

し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
全
体
の

ご
み
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、ま
だ
ま

だ
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
が
普
通
ご

み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
リ
サ
イ
ク
ル
率
11
％

以
上
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。大
切
な
資

源
を
無
駄
に
せ
ず
、リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

■
資
源
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
売

　

却
で
き
ま
す
。ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
し

　

な
い
と
、
お
金
に
な
る
も
の
を
、
お
金

　

を
か
け
て
処
分
し
て
い
る
と
い
う
こ

　

と
に
な
り
ま
す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば
、

　

新
た
に
物
を
作
る
場

　

合
に
比
べ
エ
ネ
ル

　

ギ
ー
消
費
が
少
な
く
、

　

地
球
温
暖
化
防
止
に

　

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

広
報
６
月
号
に
掲
載
し
た
古
着
・
古
布

の
拠
点
回
収
場
所
に
つ
い
て
漏
れ
が
あ
り

ま
し
た
の
で
左
記
の
と
お
り
追
記
し
ま
す
。

西
土
佐
地
域
　

回
収
場
所：

西
土
佐
総
合
支
所
　
　

回
収
日：

毎
週
月
曜
日(

休
日
を
除
く)

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）環
境
生
活
課 

環
境
係
　

　

☎（
３
４
）６
１
２
６

平
成
23
年
度

ご
み
総
排
出
量

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
く
だ
さ
い平

成
24
年
7
月
号

23



四

万

十

市

人

権

教

育

研

究

大

会

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、犯
罪
や
非
行
の

な
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

運
動
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　

時
　

７
月
14
日（
土
）
　

13
時
30
分
〜
15
時

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館
　

１
階
大
会
議
室

講
　

師
　

市
原
康
次（
高
知
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長
）

演
　

題
　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
Ｂ
Ｂ
Ｓ
運
動
」

※
Ｂ
Ｂ
Ｓ
と
は
、Big

 B
ro
th
e
rs a
n
d
 S
iste
rs M

o
v
e
m
e
n
t

の
略
で
、そ
の
名

の
と
お
り「
兄
」「
姉
」の
よ
う
な
身
近
な
存
在
で
少
年
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、悩
み
の
相
談
に
の
っ
た
り
な
ど「
同
じ
目
の
高
さ
」で
接
し
な
が
ら
、彼
ら

が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）人
権
啓
発
課
　

0（
３
５
）１
０
３
５

第
62
回 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

講
演
会
̶

　
　
　

講
　

師
　

大
崎
　

博
澄
さ
ん

た
ん
ぽ
ぽ
教
育
研
究
所（
元
県
教
育
長
）

　

大
崎
博
澄
さ
ん
は
、退
職
後
、「
た
ん
ぽ
ぽ
教
育
研
究
所
」を
開

設
し
、不
登
校
な
ど
の
教
育
相
談
や
、ひ
き
こ
も
り
や
障
が
い
の

あ
る
人
々
の
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
、家
庭
、学
校
、地
域
社
会
が

果
た
す
べ
き
役
割
は
何
な
の
か
、子
ど
も
の
人
権
と
は
、に
つ
い

て
、県
教
育
長
と
し
て
の
経
験
に
基
づ
い
た
お
話
に
耳
を
傾
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

日
　

時
　

７
月
27
日(

金
）
　

13
時
30
分
〜
15
時

場
　

所
　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
大
会
議
室

※
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、７
月
20
日（
金
）ま
で
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局
　

0（
３
４
）１
６
０
０

子
ど
も
の
人
権
講
演
会
　
　
　
　

 

「
生

き

る

力

を

育

む

子

育

て
」

13:00～16:40
分科会・閉会

市立文化センター
中村中学校

11:40～13:00

昼食・移動

9:50～11:40
講　演

9:20～9:50
開会行事

市立文化センター

9:00～9:20
受　付

時 　 間
内 　 容

会 　 場

【問い合わせ先】（市）人権啓発課　0（３５）１０３５

中村南小学校、川登小学校、東中筋小学校、竹島小学校、中筋中学校、八束中学校
蕨岡中学校、後川中学校、古津賀保育所、あったかふれあいセンターアルメリア

第4分科会
人権確立をめざ
す地域の教育力
と文化創造

第５分科会
生活課題と学
習・啓発活動

第3分科会
進路・学力保障

第2分科会
学校と地域に
おける子ども
の自主的活動

第１分科会
人権確立をめ
ざす教育の創
造

分 科 会

テ ー マ

発表者（校）

　市民の皆さんの基本的人権を守るために真の連帯を深め、その手法・内容について学びあい、共通
の認識のもと課題解決に向けた活動を行いましょう。多数の皆さんの参加をお待ちしています。

■日　時  ７月30日（月）　9:20～16:40

※駐車場：中村小学校・中村中学校校庭（車にはできるだけ乗り合わせてご参加ください）

無料
　　●差別の現実から深く学び、生活を高め、未来を保障する教育を確立しよう。
　　●人権課題の解決に向けて取り組む教育を全市民とともに創造しよう。
同和教育が大切にしてきたこと－戦後同和教育の歴史に学ぶ－
外川 正明（鳥取環境大学教授） ※手話通訳あり

■参加費
■研究テーマ　

■講　演 

■分科会

人権関連のお知らせ

内閣総理大臣名の書状を贈呈します
　先の大戦において、外地等(事変地または戦地の区域)に派遣され、戦時衛生勤務に従事された旧日本赤十字社

救護看護婦および旧陸海軍従軍看護婦の人(慰労給付金受給者は除く)に対して、その御労苦に報いるため内閣
総理大臣名の書状を贈呈しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　 請求期限　平成25年3月31日まで

【問い合わせ先】
〒100-8926　東京都千代田区霞ヶ関2-1-2　総務省大臣官房総務課管理室　業務担当　☎ 03-5253-5182

平
成
24
年
7
月
号

24



三春の滝桜（推定樹齢1000年超）

図
書
館
新
着
図
書
紹
介

　

伊
藤
寛
　

著

　

「
折
に
ふ
れ
て

　
　

こ
ん
に
ち
は
町
長
で
す
」

　

著
者
は
一
橋
大
学
を
卒
業
後
、
地

元
農
協
、
農
林
中
金
、
町
助
役
を
経

て
、
三
春
町
長
を
23
年
間
務
め
た
。

　

三
春
町
は
郡
山
市
の
東
隣
り
、
人

口
１
万
８
千
人
。
滝
桜
で
有
名
だ
が
、

梅
、
桃
も
一
度
に
咲
く
こ
と
か
ら
そ

の
名
が
つ
い
た
。

　

三
春
藩
城
下
町
、
田
村
麻
呂
伝
説

な
ど
の
歴
史
に
根
ざ
し
た
、
物
語
性

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
日

本
一
の
地
方
都
市
、
田
園
文
化
都
市

構
想
を
打
ち
上
げ
た
。
地
方
分
権
で

政
府
に
対
し
積
極
的
な
提
言
を
し
、

平
成
の
合
併
で
は
自
立
を
貫
き
、
同

県
矢
祭
町
松
本
良
一
町
長
と
並
ぶ

話
題
の
町
長
で
あ
っ
た
。

　

本
書
は
、
町
広
報
誌
に
毎
月
書
い

た
コ
ラ
ム
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

り
、
ト
ッ
プ
が
ど
う
考
え
、
悩
み
、
町

の
か
じ
取
り
を
し
た
か
が
よ
く
わ

か
る
。
　

　

三
春
は
東
北
地
方
に
お
け
る
自

由
民
権
運
動
の
振
源
地
で
あ
り
、
幸

徳
秋
水
の
最
初
の
妻
朝
子
（
元
久
留

米
藩
士
、
西
村
松
太
郎
の
娘
）
の
出

身
地
で
も
あ
る
。

（
３
２
４
ペ
ー
ジ
、民
報
印
刷
刊
）

福
島
原
発
の
被
災
地
か
ら

ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り

伊
藤
　

寛

　

福
島
県
三
春
町

　

昭
和
６
年
生
ま
れ

　

東
日
本
大
震
災
の
被
害
者
に
、貴
地
か
ら
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
救
援
の
手
を
差
し
伸
べ
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
た
ち
の
三
春
町
は
、福
島
原
発
か
ら
西
45

キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。大
震
災
の

翌
日
、強
い
余
震
に
怯
え
な
が
ら
災
害
対
策
に

追
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、原
発
事
故
か
ら
の

避
難
の
大
集
団
が
、
何
の
前
触
れ
も
な
く
、
バ

ス
や
自
家
用
車
で
、怒
涛
の
よ
う
に
押
し
寄
せ

て
き
ま
し
た
。

　

急
き
ょ
、
町
内
の
公
共
施
設
・
学
校
体
育
館

な
ど
を
避
難
所
に
開
放
し
、炊
き
出
し
や
防
寒

具
・
寝
具
の
提
供
を
、
防
災
無
線
で
町
民
に
呼

び
か
け
ま
し
た
。
や
が
て
、
全
国
各
地
か
ら
も

山
の
よ
う
に
救
援
物
資
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
職
員
や
町
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、放
射
線

防
護
の
た
め
屋
内
退
避
の
指
示
が
出
さ
れ
て

い
る
な
か
で
、寝
食
を
忘
れ
て
救
援
活
動
に
奔

走
し
ま
し
た
。
地
区
防
災
会
を
中
心
と
し
て
、

住
民
自
治
も
素
晴
ら
し
い
力
を
発
揮
し
ま
し

た
。

　

避
難
者
の
話
に
よ
れ
ば
、安
全
神
話
に
も
と

づ
い
て
作
ら
れ
た
原
子
力
防
災
計
画
は
、全
く

役
に
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

着
の
身
着
の
ま
ま
で
緊
急
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
人
た
ち
と
そ
の
自
治
体
（
Ａ
型
）
は
、

悲
惨
な
運
命
に
翻
弄
さ
れ
ま
し
た
。放
射
性
雲

に
よ
っ
て
大
量
の
放
射
性
物
質
が
、予
想
も
し

な
か
っ
た
遠
隔
地
に
ま
で
降
り
注
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
、自
治
体
独
自
の
判
断
で
緊
急

か
つ
計
画
的
に
避
難
を
断
行
し
て
住
民
の
命

を
守
っ
た
村
（
Ｂ
型
）
も
あ
り
ま
し
た
し
、
国

県
の
指
示
を
待
っ
て
い
て
、２
カ
月
以
上
も
住

民
を
大
量
の
放
射
線
に
曝
し
た
悲
劇
の
村（
Ｃ

型
）も
あ
り
ま
し
た
。
　

　

半
年
後
に
、よ
う
や
く
仮
設
住
宅
が
建
設
さ

れ
て
、避
難
者
は
避
難
所
か
ら
移
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
三
春
町
で
は
、
Ａ
型
の
富
岡
町
と

Ｂ
型
の
葛
尾
村
に
、役
場
事
務
所
と
約
８
０
０

戸
の
仮
設
住
宅
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、原
発
事
故
か
ら
１
年
以
上
が
経
過

し
ま
し
た
。
避
難
指
示
区
域
の
自
治
体
は
「
徹

底
的
に
除
染
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
故
郷
を
返

す
」こ
と
を
要
求
し
て
い
ま
す
。国
も
、そ
れ
が

不
可
能
に
近
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
て
も
、

「
そ
う
し
ま
す
」
と
答
え
る
ほ
か
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
効
果
的
な
除
染
対
策
は
先
送
り

の
ま
ま
、硬
直
状
態
で
す
。

　

放
射
線
量
の
危
険
度
判
定
に
つ
い
て
、専
門

家
の
間
に
も
定
説
は
な
く
、国
の
考
え
方
も
ぶ

れ
て
い
ま
す
。
放
射
性
物
質
は
、
避
難
指
示
区

域
だ
け
で
な
く
、広
範
囲
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま

し
た
し
、
食
物
の
放
射
線
汚
染
は
、
こ
れ
か
ら

も
長
い
間
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
し
続
け
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

丸
ご
と
生
活
基
盤
を
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ

た
10
万
人
以
上
の
人
た
ち
の
多
く
は
、先
行
き

の
見
通
し
が
開
け
な
い
流
浪
の
民
と
し
て
、不

自
由
極
ま
る
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
の
長
期
化
が
予
想
さ
れ
る
な
か

で
、被
災
地
域
の
復
興
計
画
と
住
民
の
生
活
再

建
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
べ
き
か
、私
た

ち
も
被
災
自
治
体
の
人
た
ち
と
頭
を
絞
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

暗
い
話
ば
か
り
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。こ

ん
な
理
不
尽
な
こ
と
は
、も
う
福
島
原
発
限
り

に
し
て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

元
福
島
県
三
春
町
長
　
　

１
９
８
０
〜
２
０
０
３
年

(

(
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働く婦人の家講座 「フラダンス」
日
　

程
　

８
月
27
日（
月
）、29
日（
水
）

　
　
　
　

９
月
３
日（
月
）、５
日（
水
）、10
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

17
日（
月
）、19
日（
水
）、24
日（
月
）

　
　
　
　

10
月
１
日（
月
）、３
日（
水
）

　

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

　
　

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

時
　

間
　

19
時
30
分
〜
21
時

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家 

２
階
和
室

講
　

師
　

小
永
博
子

対
　

象
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

定
　

員
　

20
人（
初
心
者
優
先
）

受
講
料
　

無
料

用
意
す
る
も
の

　

服
装
は
普
段
着
で
、パ
ウ
ス
カ
ー
ト
、ム
ウ
ム
ウ

　

な
ど
お
持
ち
の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

タ
オ
ル
、水（
水
筒
等
）

申
込
期
間
　

７
月
23
日（
月
）〜

申
込
方
法

　

本
人
に
限
り
窓
口
、電
話
で
受
付
。

　

（
９
時
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分
／

土
、日
を
除
く
）
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

教
室
・
講
座

働く婦人の家　☎（34）6299問 申

申

住
宅
名
ほ
か
　

　

入
田
団
地
共
同
住
宅
　

Ａ
‐
３
０
２
号
室

所
在
地
　

入
田
３
５
９
２

構
　

造
　

中
層
耐
火
構
造
３
階
建

間
取
り
　

　

６
畳
×
２
、３
畳
、Ｌ
Ｄ
Ｋ
、Ｗ
Ｃ
、浴
室
、物
置

建
築
年
　

平
成
11
年
度

家
　

賃
　

２
３
６
０
０
円
か
ら

　

※
入
居
世
帯
の
所
得
額
に
よ
り
異
な
り
ま
す

入
居
資
格
　

　

・
単
身
の
入
居
は
不
可

　

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

　

・
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す

　

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す

募
集
案
内
　

（
本
庁
）財
政
課
ま
で

　

※
７
月
５
日（
木
）か
ら
配
布
し
ま
す

受
付
期
間
　

７
月
９
日（
月
）〜
20
日（
金
）

入
居
予
定
　

８
月
下
旬

募
　

集

市営住宅入居者募集

（本庁）財政課 管財契約係　☎（34）6120問

（財）四万十市体育協会　☎（37）4572問

日
　

時
　

７
月
21
日（
土
）

　
　
　
　

13
時：

試
合
開
始

場
　

所
　

四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム

入
場
料
　

無
料（
四
万
十
市
後
援
試
合
）

少
年
野
球
教
室
開
催

　

試
合
終
了
後
、Ｆ
Ｄ
選
手
に
よ
る
野
球
教
室

　

を
行
い
ま
す
の
で
、参
加
す
る
チ
ー
ム
の
応

　

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
試
合
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
】

　

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
球
団
事
務
所

　

☎
０
８
８（
８
７
８
）０
７
７
５ 

　

（
平
日
10
時
〜
18
時
、土
曜
10
時
〜
15
時
）

田
中
市
長
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

前
期
は
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、後

期
の
巻
き
返
し
を
期
待
し
、四
万
十
市
民
み
ん

な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

催
　

し

四国アイランドリーグplus2012四万十シリーズ戦

高知ファイティングドッグスVS香川オリーブガイナーズ 災害に備えて、
非常食の準備を

　大きな地震が起こると、家だ
けでなく道路や橋などが被害
を受けて利用できなくなり、周
辺地域との交通・物流が止まる
ほか、電力やガス、水道などラ
イフラインが機能しなくなる
ことが考えられます。
　災害が起きた際には、自助・
共助・公助のうち、自助が最も
大切となります。
　災害発生から都市機能が復
旧するまでの間は、身の周りに
あるもので生活する必要があ
るため、避難する時に使う非常
用持ち出し袋の中に、長期間保
存できる水や食品を入れてお
くとよいでしょう。
　市販のミネラルウォーター
やレトルト食品、乾パンなど、
身近な食品の中には１～２年
程度保存できるものもあるほ
か、5年以上保存が可能な非常
食もあります。
　なお、食品を保存する際には、
袋の外側に賞味期限を記して
おき、期限が近づいたものは食
べるなど、無駄なく消費しなが
ら防災意識を高めていきま
しょう。
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教
室
・
講
座

教
室
・
講
座

夏休み早朝子供水泳教室 　

水
泳
の
基
礎
か
ら
学
び
、
上
手
に
泳
げ
る
よ

う
に
な
る
た
め
の
特
別
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
　

程

　

【
第
１
ク
ー
ル
】７
月
25
日（
水
）〜
28
日（
土
）

　

【
第
２
ク
ー
ル
】８
月
１
日（
水
）〜
４
日（
土
）

　

【
第
３
ク
ー
ル
】８
月
22
日（
水
）〜
25
日（
土
）

時
　

間
　

８
時
〜
９
時（
受
付：

７
時
30
分
〜
）

場
　

所
　

市
立
温
水
プ
ー
ル（
安
並
４
２
３
１
）

対
象
者
　

小
学
生
〜
中
学
生
ま
で

定
　

員
　

各
講
習
30
人

　

※
ご
希
望
の
ど
の
講
習
か
ら
で
も
受
講
で
き

　
　

ま
す
。

　
　

各
講
習
の
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

指
導
者
　

（
財
）四
万
十
市
体
育
協
会
委
嘱
の
　

　
　
　
　

水
泳
指
導
者

受
講
料  

１
ク
ー
ル（
４
日
間
）

：

２
千
円

２
ク
ー
ル（
８
日
間
）

：

３
千
５
百
円

３
ク
ー
ル（
12
日
間
）

：

５
千
円

入
館
料
　

１
５
０
円

　

（
1
回
当
り
冷
水
期
／
小
人
料
金
市
内
・
市
外
共
）

　

※
回
数
券
・
会
員
券
も
利
用
で
き
ま
す
。

保
険
料
　

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
加
入
掛
金

　
　
　
　

８
０
０
円
　

　

※
未
加
入
者
の
み
対
象

　
　

（
保
険
期
間

:
受
講
日
〜
平
成
25
年
３
月

　
　

  

31
日
ま
で
）

受
　

付  

　

７
月
９
日
（
月
）
午
前
10
時
よ
り
所
定
の
申
込

　

書
に
記
入
の
上
、
受
講
料
・
保
険
料
を
添
え
て
、

　

下
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
で

　

の
受
付
は
し
ま
せ
ん
）

※
講
習
欠
席
の
場
合
、
受
講
料
等
の
払
戻
は
し

　

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

県立宿毛工業高等学校

親子ものづくり体験講座

問問 申
県立宿毛工業高等学校（担当：岡本まゆみ、池内忠）　
☎0880（66）0346

問
(財)四万十市体育協会事務局（市民スポーツセンター内）
☎（34）2071

講
座
内
容

　

◆
牛
乳
パ
ッ
ク
で
蒸
気
機
関
車
の
貯
金
箱
を

　
　

つ
く
ろ
う：

（
小
学
生
）10
組

　

◆
セ
メ
ン
ト
船
を
つ
く
ろ
う：

（
小
学
生
）10
組

　

◆
木
の
筆
箱
を
つ
く
ろ
う：

（
小
学
生
）10
組

　

◆
発
電
機
を
つ
く
ろ
う：

　
　

（
小
学
高
学
年
〜
中
学
生
）10
組

　

◆
ア
イ
ロ
ン
プ
リ
ン
ト
で
エ
コ
バ
ッ
グ
を
つ

　
　

く
ろ
う：

（
小
学
生
）10
組

　

※
準
備
の
都
合
上
、内
容
が
変
更
に
な
る
場
合

　
　

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
　

時
 

８
月
４
日（
土
）
　

９
時
〜
12
時
　
　

対
象
者
 

中
学
生
以
下
の
親
子

　

（
子
ど
も
１
人
に
つ
き
、親
１
人
の
組
み
合
わ
せ
）

参
加
費
　

５
０
０
円（
１
組
に
つ
き
）

受
付
期
間
　

７
月
11
日（
水
）〜
20
日（
金
）

　

（
土
、日
、祝
日
を
除
く
、９
時
〜
17
時
ま
で
）

申
込
方
法
　

　

下
記
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
先
着
順
、定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

相
　

談

労災・職業病 無料健康相談会

問

　

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
関
係
現
場
、
建
設
、
林
業
、

石
材
業
な
ど
で
働
い
た
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
労

災
・
職
業
病
に
つ
い
て
の
無
料
健
康
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

こ
ん
な
症
状
で
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

■
ア
ス
ベ
ス
ト（
石
綿
）、じ
ん
肺（
け
い
肺
）

■
振
動
病（
白
ろ
う
病
）

　

長
時
間
に
わ
た
る
振
動
工
具
の
使
用
に
よ
る
、

　

血
管
、神
経
、骨
な
ど
へ
の
障
害
。

■
騒
音
性
難
聴

日
　

時
　

７
月
21
日（
土
）
　

10
時
〜
15
時

場
　

所
　

西
土
佐
消
防
分
署
横 

１
階
事
務
室

※
当
日
は
、可
能
で
あ
れ
ば
雇
用
保
険
の
記
録
や
、

　

年
金
の
記
録
な
ど
、働
い
た
こ
と
が
分
か
る
も

　

の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
労
災
申
請
手
続
き
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

親子水難事故防止教室～水辺での事故や津波に備えて～ 　

川
遊
び
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

川
の
こ
わ
さ
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
水
難
事
故
に

あ
っ
た
場
合
の
対
処
法
を
学
ぶ
、
小
学
校
高
学
年

を
対
象
と
し
た
教
室
で
す
。
ま
た
、
保
護
者
に
は
、

水
難
事
故
に
直
面
し
た
時
の
救
助
、
救
出
方
法
を

学
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

参
加
賞
あ
り

日
　

時
　

７
月
29
日（
日
）
　

10
時
〜
12
時

　

※

悪
天
候
の
場
合
は
８
月
26
日（
日
）に
延
期

場
　

所
　

中
村
百
笑
町
小
畑
地
先

内
　

容
　
　

　

●
身
を
守
る（
小
学
４
〜
６
年
生
参
加
）

　
　

①
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

　
　

②
安
全
な
流
さ
れ
方

　
　

③
着
衣
水
泳

　

●
救
助
・
救
出
訓
練

　
　

①
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
救
助
法（
大
人
参
加
）

　
　

②
ス
ロ
ー
バ
ッ
グ
に
よ
る
救
助
（
大
人
と
小

　
　
　

学
生
参
加
）

　
　

③
発
射
銃
お
よ
び
ロ
ー
プ
に
よ
る
救
出
（
デ

　
　
　

モ
披
露
）

　

●
河
川
環
境
学
習（
水
生
生
物
調
査
）

　

●
カ
ヌ
ー
体
験（
希
望
者
）

参
加
料
　

無
料（
保
険
は
主
催
者
で
加
入
し
ま
す
）

募
集
人
数
　

小
学
４
〜
６
年
生：

20
人
程
度

　
　
　
　
　

（
で
き
る
だ
け
保
護
者
と
一
緒
に
参

　
　
　
　
　

加
し
て
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　
　

大
人：

20
人
程
度

募
集
締
切
　

７
月
24
日（
火
）
　

　

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

主
　

催
　

渡
川
水
系
水
難
事
故
等
防
止
連
絡
会

教
室
・
講
座

問 申
（市）教育委員会 社会体育課
☎（34）2071

問
全日本建設交運一般労働組合 高知県本部・農林支部
☎ 088(833)2586    E-mai l :nourin@md.pikara.ne.jp
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お
知
ら
せ

催
　

し

四万十川花絵巻　睡蓮の宴

問 (県)幡多福祉保健所 衛生環境課　☎（34）5119

問
（社）四万十市観光協会　　　　　　　　☎（35）4171
ゲームについての問　四万十川学遊館　☎（37）4110

日
　

時
　

７
月
25
日（
水
）９
時
30
分
〜

場
　

所
　

高
知
県
中
村
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
古
津
賀
３
０
９
６
‐
３
４
）

　
　
　
　

☎（
３
４
）６
２
５
２

内
　

容

　

・
子
犬
を
譲
り
た
い
人：

９
時
30
分
〜
10
時

　

・
子
犬
を
飼
い
た
い
人：

10
時
〜
10
時
10
分

　

・
抽
選
・
譲
渡
犬
決
定：

10
時
10
分
〜
10
時
20
分

　

・
愛
犬
の
飼
い
始
め
講
習
会：

10
時
20
分
〜
11
時

　

・
子
犬
の
譲
り
渡
し：

11
時
〜

■
子
犬
を
譲
り
た
い
人
は
…

　

・
事
前
に
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所
ま
で
連
絡

　

 

し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
譲
渡
す
る
子
犬
は
、
原
則
と
し
て
生
後
２
〜

　

 

３
ヶ
月
の
健
康
な
子
犬（
離
乳
済
み
）で
す
。

　

・
当
日
は
必
ず
印
鑑
を
持
参
し
子
犬
を
連
れ
て

　

 

き
て
く
だ
さ
い
。

■
子
犬
を
飼
い
た
い
人
は
…

　

・
必
ず
印
鑑
と
子
犬
を
入
れ
る
箱
や
リ
ー
ド
を

　

 

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　

・
子
犬
の
譲
渡
が
決
ま
っ
た
人
は
講
習
を
受
け

　

 

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

・
本
人
へ
の
譲
渡
と
な
り
ま
す
の
で
、
代
理
の

　

 

人
へ
は
お
譲
り
で
き
ま
せ
ん
。

　

・
1
家
族
1
頭
の
譲
渡
を
原
則
と
し
、
希
望
者

　

 

が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

第2回 子犬の譲渡会

飼い犬・飼い猫の引き取り有料化について
10月１日から、保健所(小動物管理センター)での飼い犬、飼い猫の引き取りが有料になります。　

■生後91日以上の犬または猫１頭（匹）につき 2,000円
■生後90日以下の犬または猫１頭（匹）につき 400円
※引き取り手数料は、高知県収入証紙で納めてください。

【問い合わせ先】　幡多福祉保健所 　 ☎（34）5119   
　　　　　　　　　　 （県）食品・衛生課 　☎ 088（823）9673 

　

ト
ン
ボ
自
然
公
園
で
は
、
５
月
〜

10
月
の
毎
朝
、
色
と
り
ど
り
の
睡
蓮

の
花
が
約
３
千
輪
咲
き
乱
れ
、
見
事

な
風
景
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
睡
蓮
の
花
を
み
な
さ
ん
と

楽
し
む
、
四
万
十
川
花
絵
巻
「
睡
蓮

の
宴
」を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

７
月
21
日（
土
）
　

８
時
30
分
〜
13
時

　

※
雨
天
決
行（
荒
天
中
止
）

場
　

所
　

ト
ン
ボ
自
然
公
園
内

催
し
物

■
９
時
　

生
き
物
探
し
ゲ
ー
ム

　

※
雨
天
時
は
学
遊
館
の
中
で
推
理
ゲ
ー
ム
を
行

　
　

い
ま
す
。
　
　
　

　

３
人
１
組
の
2
0
組（
60
人
）先
着
、景
品
有（
先

　

着
順
）

　

参
加
料：

１
組
５
０
０
円

■
10
時

　

ト
ン
ボ
自
然
公
園
内 

ト
ン
ボ
と
花
ガ
イ
ド

■
11
時

　

宝
探
し
（
ト
ン
ボ
カ
ー
ド
を
さ
が
し
て
賞
品
と

　

交
換
）

　

小
学
生
以
下
対
象
、参
加
費
無
料

■
８
時
30
分
〜
13
時
　

　

臨
時
観
光
案
内

　

睡
蓮
プ
レ
ゼ
ン
ト（
学
遊
館
入
場
先
着
50
人
）

　

具
同
婦
人
会
の
飲
食
販
売

　

（
寿
司
、そ
う
め
ん
、か
き
氷
、ポ
テ
ト
、た
こ
焼
き
）

定期相談所

（本庁）総務課
　　　☎（34）1804
（総合支所）地域企画課
　　　☎（52）1111

高知地方法務局
四万十支局
☎（34）1600

行政相談所

特設人権相談所

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

社会福祉センター

藤ノ川集会所

7月20日（金）
13時～16時

8月10日（金）
9時～12時

田黒集会所

藤ノ川集会所

8月1日（水）
10時～12時
13時～15時

8月10日（金）
9時～12時

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》武田二三生 ☎(35)6414
　　　　　正木　卓夫 ☎(37)2560

《相談委員》中平　貞行 ☎(52)1632

金銭・相続・借地借家・結婚・離
婚・セクハラ・ＤＶ・いじめ・児童
虐待・交通事故・裁判費用など人
権に関する問題

平
成
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年
7
月
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問 しまんと市民際実行委員会事務局(観光課内)☎(34)1783

クジ付き協賛券についての問い合わせ
(社)四万十市観光協会　☎(35)4171

第8回しまんと市民祭

なかむら踊り・しまんと提灯台パレード開催

第8回しまんと市民祭

なかむら踊り・しまんと提灯台パレード開催

第8回しまんと市民祭

なかむら踊り・しまんと提灯台パレード開催

７月28日（土）

期　　日
15:40～19:00
18:40～21:30

時　　間
なかむら踊りパレード
しまんと提灯台パレード

翌週に延期
中止

催　し　物

８月５日（日）
８月25日（土）

・協賛行事　〈（財）四万十市体育協会　☎(37)4558〉
※時間等については、若干変更する場合があります。

10:00～13:00
17:30～21:00

第62回全日本女郎ぐも相撲大会
しまんと納涼花火大会、他

雨天の場合

翌日に順延
〃

８月５日(日) ７:20～13:00 第18回四万十川水泳マラソン大会 荒天中止

なかむら踊り

・四万十市役所チーム

・市役所正調踊り子チーム

・ひかり乳幼児保育園O.B

・リアルスクラップ

・中村小学校PTA

・ソウルクリームダンススタジオ

・カズダンススクール＆よさこい連花鳥風月

・にぎわいボニート ship for ship

しまんと提灯台パレード

・フジグラン四万十

・京町提灯台(京町子供提灯台)

・天神橋区

・幡多信用金庫

・(社)中村青年会議所

・アピアさつき

・太鼓台保存会(子供太鼓台)

・四国電力グループ

●参加予定団体(順不同)

●なかむら踊り・提灯台パレード
踊りたい、担ぎたい方は事務局までご連絡ください。
【募集締め切り】
踊    り  　子：７月17日（火）
提灯台担ぎ手：７月20日（金）
☆子ども提灯台の担ぎ手も募集しています！
●全日本女郎ぐも相撲大会（場所：一條神社境内）
中学生以下の参加者
※８月５日(日) 　当日受付：午前9時～10時
●ストリートパフォーマンス(郷土芸能)
花火大会でパフォーマンス等を行える団体または個人
※募集締切：8月3日(金)

イベント参加者募集中！

1等　40型ＬＥＤ・３Ｄ対応液晶テレビ………………………10本
2等　ＨＤＤブルーレイディスク／ＤＶＤレコーダー………  5本
3等　ドコモスマートフォン……………………………………10本
4等　防水・ＧＰＳ機能付デジタルカメラ……………………10本
5等　自転車………………………………………………………20本
6等　四万十川観光遊覧船ペア乗船券……………………… 100本

納涼花火大会クジ付き協賛券
～好評販売中　￥１

，
,０００～

●パレードコース（提灯台）

文
化
セ
ン
タ
ー

東
下
町

京
町

新
町

四
国
銀
行

高
知
銀
行

裁
判
所

本
部

パレード終了
～21:30(予定)

鶴井
公園

幡多信金

市役所

スーパー

中村小学校 中学校

コンビ二

コンビ二 コンビ二

GS

GS

市民病院

商工
会議所

パレード終了
～21:30(予定)

パレード終了
～21:30(予定)

出発式18:40(18:55)

山車整列区間

一条通天神橋

新ロイヤル
ホテル四万十

パレード終了
～21:30(予定)

スタート19:00～

●パレードコース（踊り）

山車整列区間

文
化
セ
ン
タ
ー

東
下
町

京
町

新
町

四
国
銀
行

高
知
銀
行

裁
判
所

本
部

鶴井
公園

幡多信金

市役所

スーパー

中村小学校 中学校

コンビ二

コンビ二 コンビ二

GS

GS

商工
会議所

新ロイヤル
ホテル四万十

出発式
15:40(15:55)

スタート
16:00～

一条通天神橋

パレード終了
19:00

中
村
病
院

踊り子休憩所

市民病院

着ぐるみパレード 開催決定！着ぐるみパレード 開催決定！着ぐるみパレード 開催決定！

　かわいい着ぐるみが７月28日（土）に行われる、

しまんと市民祭に参加します！

　坂本龍馬など高知県を代表するキャラクター

が一条通から天神橋をパレードしますので、皆さ

まぜひご覧ください。(雨天の場合は中止します）

山車整列区間



市民のひろば

　

平
成
24
年
度
の
文
化
財
め
ぐ
り
は
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定

さ
れ
て
い
る
黒
尊
川
流
域
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
。

　

清
流
黒
尊
川
で
、
沢
に
つ
か
っ
て
水
中
を
歩
き
な
が
ら
、
そ
こ

に
生
息
す
る
生
き
物
と
人
の
暮
ら
し
の
繋
が
り
を
体
験
し
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
今
年
３
月
に
完
成
し
た
「
く
ろ
そ
ん
手
帖
」
を
差

し
上
げ
ま
す
。

　

日
　

時
　

８
月
４
日（
土
）
　

９
時
〜
17
時

　
　

※

予
備
日：

８
月
５
日

　
　
　

中
止
、順
延
の
お
知
ら
せ
は
８
月
３
日
20
時
ま
で
に
個
別

　
　
　

に
連
絡
し
ま
す
。

　
　

※

天
候
や
川
の
状
況
に
よ
っ
て
メ
ニ
ュ
ー
を
変
更
す
る
場

　
　
　

合
が
あ
り
ま
す
。

　

集
合
場
所
　

市
立
中
央
公
民
館 

１
階
ロ
ビ
ー

　
　
　

市
の
バ
ス
で
現
地
ま
で
移
動
し
ま
す
。

　
　

※

９
時
に
出
発
し
ま
す
の
で
、そ
れ
ま
で
に
公
民
館
で
着
替

　
　
　

え
等
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
　

小
学
校
５
年
生
以
上

　
　

※

小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
　

員
　

先
着
20
人
　

　
　
　
　
　
　

水
中
散
歩：

15
人

　
　
　
　
　
　

水
辺
散
歩：

５
人（
川
に
は
入
り
ま
せ
ん
）

　

参
加
費
　

１
千
円（
昼
食
代
、お
茶
、保
険
料
等
実
費
）

　

持
ち
物
　

　
　

（
全
員
）飲
み
物
、お
好
み
の
筆
記
用
具

　
　

自
分
の
く
ろ
そ
ん
手
帖（
持
っ
て
い
る
人
）

　
　

（
水
中
散
歩
参
加
者
）
　

　
　

泳
げ
る
格
好
、
着
替
え
等
、
磯
足
袋
か
沢
歩
き
用
の
シ
ュ
ー

　
　

ズ
、
も
し
く
は
水
に
濡
れ
て
も
良
い
ス
ニ
ー
カ
ー
。（
裸
足
、

　
　

ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
は
厳
禁
）、水
中
眼
鏡
等

　

申
込
期
間
　

７
月
23
日（
月
）〜
30
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】 

　

（
市
）教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
振
興
係

　

☎（
３
４
）７
３
１
１ 

　

F
A
X（
３
５
）４
２
６
０

　

E
-M
a
il：
c
u
ltu
re
@
c
ity
.shim

a
n
to
.lg
.jp

　
※

Ｆ
Ａ
Ｘ
お
よ
び
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
を
す
る
人
は
、
住
所
、

　
　

氏
名
、年
齢
、連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

第
２
回
く
ろ
そ
ん
手
帖 

手
描
き
散
歩

「
水
中
さ
ん
ぽ
」

お知らせお知らせ

お知らせお知らせ

　

本
市
出
身
の
漫
画
家
で
あ
る
安
倍
夜
郎
さ
ん

（
代
表
作『
深
夜
食
堂
』ほ
か
）を
講
師
と
し
て
お

迎
え
し
、「
夏
季
漫
画
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
漫
画
家
を
目
指
す
人
た
ち
の
手
助

け
に
な
れ
ば
」と
安
倍
さ
ん
自
身
が
企
画
し
た

も
の
で
、ス
ト
ー
リ
ー
漫
画
の
表
現
方
法
、着
眼

点
な
ど
漫
画
の
魅
力
が
満
載
の
講
座
で
す
。

日
　

時
　

８
月
12
日（
日
）
　

13
時
〜 

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

２
階
研
修
室
Ⅰ 

対
　

象
　

　

中
学
生
以
上（
大
人
も
可
）で
、 

ス
ト
ー
リ
ー
漫

　

画
を
描
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
人 

受
講
料
　

無
料
　

持
参
す
る
も
の
　

筆
記
用
具

申
込
方
法

　

参
加
希
望
者
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

　

令
（
学
生
は
学
校
名
と
学
年
）
を
明
記
の
上
、

　

「
幽
霊
ま
た
は
妖
怪
の
夏
の
昼
間
の
す
ご
し

　

方
」
の
テ
ー
マ
で
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
、
左
記

　

に
送
る
か
、当
日
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

完
成
作
品
を
持
参
し
た
人
に
は
講
座
終
了

　

後
、ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

〒
７
８
７-

０
６
６
８
　

　

四
万
十
市
荒
川
１
０
３
９-

６ 

　
　
　

㈲
せ
い
ぶ
印
刷
工
房
　

　
　
　
　

「
夏
季
漫
画
講
座
」係 

　
　
　
　

☎（
３
７
）２
０
０
０

夏
季
漫
画
講
座
　

〜
ス
ト
ー
リ
ー
の
作
り
方
〜

夏
季
漫
画
講
座
　

〜
ス
ト
ー
リ
ー
の
作
り
方
〜

◆第２回　安倍夜郎原画展「深夜食堂とモデルたち」 
　日　時　８月10日（金）～16日（木）　９時～17時　 
　場　所　カフェレスト 風雅（桜町45‐７）　☎（３４）１６９０
　★サイン会　８月13日（月）　15時～16時

　
日
本
野
鳥
の
会
・
高
知
支
部
主
催
の
写
真

展
で
す
。

　

宿
毛
市
坂
本
ダ
ム
で
撮
影
さ
れ
た
イ
ヌ
ワ

シ
や
、四
万
十
川
河
口
で
撮
影
さ
れ
た
オ
オ

チ
ド
リ
、オ
ニ
ア
ジ
サ
シ
な
ど
の
写
真
30
枚

を
展
示
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

日
　

程
　

７
月
７
日(

土)

〜
16
日(

月)

　

時
　

間
　

９
時
〜
17
時

　
場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

１
階
展
示
場

　

入
場
料
　

無
料

　

後
　

援
　

(

市)

教
育
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

日
本
野
鳥
の
会
・
高
知
支
部

　
　
　
　

木
村
　

宏
　

　
　
　

☎
０
９
０‐

５
７
１
１‐

５
０
２
９

「
野
鳥
写
真
展
２
０
１
２
」

in
中
村オオチドリ
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く87

　

ワ
イ
シ
ャ
ツ
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
す
そ

を
ズ
ボ
ン
に
入
れ
な
い
と
い
う
服
装

に
も
、
少
し
ず
つ
な
れ
て
き
ま
し
た
。

は
や
り
初
め
の
こ
ろ
に
は
、
な
ん
と

も
違
和
感
が
あ
り
、「
あ
ん
な
だ
ら
し

な
い
格
好
は
ゼ
ッ
タ
イ
し
た
く
な

い
」と
思
っ
た
も
の
で
し
た
が
、今
で

は
自
分
か
ら
す
す
ん
で
や
っ
て
い
ま

す
。「
勝
手
な
も
ん
だ
」
と
も
い
え
そ

う
で
す
。

　

自
分
流
が
身
に
つ
い
て
い
る
と
、

目
先
の
流
行
に
中
々
の
れ
な
い
の
が

老
人
の
特
徴
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
い
ち
早
く
取
り
入
れ
た
若
者
共

を
み
る
と
、
へ
ん
に
戸
惑
い
を
覚
え

て
し
ま
い
が
ち
に
な
る
よ
う
で
す
。

　

い
ま
だ
に
な
じ
め
な
い
の
が
、
ま

た
下
ま
で
バ
ン
ド
を
下
げ
て
ズ
ボ
ン

（
今
は
パ
ン
ツ
と
い
う
ら
し
い
）を
は

く
若
者
た
ち
の
や
り
方
で
す
。「
も
う

ち
ょ
っ
と
ヘ
ソ
の
上
ま
で
き
ち
ん
と

上
げ
ろ
」
と
思
わ
ず
怒
鳴
っ
て
み
た

く
な
り
ま
す
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
や

り
方
を
始
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

も
と
も
と
は
ア
メ
リ
カ
の
刑
務
所

か
ら
は
じ
ま
っ
た
ス
タ
イ
ル
だ
と
言

い
ま
す
。
あ
そ
こ
で
支
給
さ
れ
る
ユ

ニ
ホ
ー
ム
は
大
き
く
、そ
の
上
、自
殺

を
防
ぎ
、
ま
た
武
器
と
し
て
使
用
さ

れ
な
い
よ
う
に
ベ
ル
ト
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
ス
タ
イ
ル
が
口
コ
ミ

や
ビ
デ
オ
を
通
し
て
伝
わ
り
、
や
が

て
権
力
へ
の
反
抗
ス
タ
イ
ル
と
な
っ

て
、
世
界
中
に
広
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

当
然
な
が
ら
こ
の
服
装
へ
の
反
対

意
見
は
少
な
く
な
い
ら
し
く
、州
に

よ
っ
て
は
条
例
で
罰
則
を
設
け
て

禁
止
し
た
所
も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま

た
、わ
い
せ
つ
条
例
を
厳
し
く
し
て
、

ジ
ー
ン
ズ
、
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
、
ロ
ン

グ
ヘ
ア
、ピ
ア
ス
な
ど
に
目
を
光
ら

せ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　

一
九
四
〇
年
代
流
行
し
た
、ひ
ざ

ま
で
届
く
大
げ
さ
な
上
着
と
、す
そ

を
括
っ
た
だ
ぶ
だ
ぶ
ズ
ボ
ン〈
ズ
ー

ト
服
〉
は
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
の
若
者

た
ち
が
好
ん
で
使
用
し
、そ
れ
に
反

発
し
た
水
兵
た
ち
が
殴
り
か
か
り
、

服
が
路
上
で
焼
か
れ
る
と
い
う
事

件
ま
で
お
こ
し
た
そ
う
で
す
。

　

確
か
に
目
に
余
る
服
装
は
気
持

ち
の
良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

私
の
中
学
生
時
代
は
、細
い
足
に
脚

絆
を
巻
く
こ
と
が
強
制
さ
れ
ま
し
た
。

　

筋
肉
の
ま
だ
発
達
し
て
な
い
子

供
の
足
に
巻
い
た
脚
絆
は
す
ぐ
ず

り
落
ち
て
、見
付
け
ら
れ
る
と
、「
た

る
ん
で
い
る
」「
非
国
民
」と
し
か
ら

れ
、た
た
か
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
姿
の
強
制
が
幾
百
万
の
国

民
を
戦
い
に
駆
り
立
て
て
い
き
ま

し
た
。服
装
が
自
由
に
決
め
ら
れ
る

今
の
時
代
が
幸
せ
だ
と
思
わ
な
く

て
は
い
け
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の

掲
載
に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
の
希
望
を

聞
い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
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ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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　平成23年12月に各戸に配布した、「平成24年四万十市
カレンダー」について、下記のとおり不破八幡宮大祭の
日程について誤りがありましたので、お詫びして訂正し
ます。

（誤）10月13日（土）不破八幡宮大祭（宵祭）
（正）10月 6日（土）不破八幡宮大祭（宵祭）

　

（誤）10月14日（日）不破八幡宮大祭
（正）10月 7日（日）不破八幡宮大祭



土居水道工事店
中村水道工事センター
㈱中村住設
㈲大杉設備工業
㈲福永工業
㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
㈲夕部設備
西南管工
㈱奥宮工業
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㈲石井建設
㈲山下建設
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「広報四万十」8月号は8月1日(水)発送予定です「広報四万十」8月号は8月1日(水)発送予定です

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義
を変更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】
（本　　庁) 水　道　課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

中村病院
市民病院
さたけ小児科
中村クリニック
さくらクリニック
市民病院
正木整形外科
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☎（ 3 4 ）3 1 7 7
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 7 ）2 2 5 5
☎（ 3 4 ）5 1 0 0
☎（ 3 5 ）2 5 5 5
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）5 2 5 2

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。
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■
30
頁
で
告
知
さ
れ
て

い
る
「
く
ろ
そ
ん
手
帖 

手
描
き
散
歩
」の
１
回
目

（
６
月
９
日
開
催
）
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

中
村
に
来
て
か
ら
２

年
以
上
に
な
り
ま
す
が
、

ま
だ
黒
尊
方
面
に
は

行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
私
。こ
れ
を
機
に
い
ろ

い
ろ
勉
強
し
て
み
よ
う

と
思
い
、取
材
と
い
う
よ

り
は
む
し
ろ
興
味
本
位

で
の
参
加
で
し
た
。

　

植
物
観
察
、森
林
軌
道

散
策
、
ほ
た
る
狩
り
な

ど
、時
間
に
し
て
は
か
な

り
長
丁
場
で
し
た
が
、不

思
議
と
そ
れ
を
感
じ
ず
、

久
し
ぶ
り
に
童
心
に

帰
っ
て
自
然
を
満
喫
し

た
一
日
で
し
た
。（

誉
也
）

７月実施の統計調査７月実施の統計調査

家計調査

家計消費状況調査

労働力調査

毎月勤労統計調査
（二種）

【問い合わせ先】 　（県）総務部 統計課　☎ 088(823)9344

調査名 該当地区 実施状況

実施中

実施中

実施中

準備調査

実施中

右山元町2～3丁目、
駅前町、一条通3～5丁目

不明
※国主管の調査のため該
当地区の詳細は不明です。

三ツ又、楠島

田黒3丁目

西土佐

日　時　　８月25日（土）　17時～19時40分
場　所　　新ロイヤルホテル四万十
募集人数　男性・女性とも各30人程度
参加費　　３千円
対象者　　県内在住の20歳以上50歳未満の独身男女（年齢は平成24年４月１日現在）
　　　　　※申込者多数の場合は、市内在住者を優先します
申込期限　７月31日（火）
申込方法　郵送（ハガキ、チラシの申込書）、ＦＡＸ、インターネット
　　　　　※郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、生年月日、年齢、性別、電話番号
　　　　　（自宅・携帯電話など昼間に連絡がとれるもの）、職業、趣味、ニックネームを明記してください。
　　　　　※後日、本人確認ができる書類（運転免許証、保険証など）の写を提出していただく場合があります。

●申込受付後、１週間程度で申込者に受付完了の連絡をしますので連絡のない場合は下記までお問い合わせく
　ださい。また、参加者へは、後日詳細について文書でご案内します。

【問い合わせ・申込先】
〒７８７‐８５０１　四万十市中村大橋通４-10
（市）福祉事務所 家庭福祉係「恋の花火を打ち上げよう サマーナイト in 四万十」事務局
☎（３４）１８０１　ＦＡＸ（３４）１８８０　E-mail：kateifukusi@city.shimanto.lg.jp

　市では、少子化対策のひとつとして、結婚を考えている独身男女に
出会いのきっかけを提供するために「恋の花火を打ち上げよう サ
マーナイト in 四万十」を開催します。
　ぜひ、多くの人の申し込みをお待ちしています。

恋の花火を打ち上げよう恋の花火を打ち上げよう恋の花火を打ち上げよう
サマーナイト in 四万十サマーナイト in 四万十
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